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はじめに

　次の世代、未来の世代のために、何を為すべきか。

　この国が少子化と超高齢化による人口減少社会に突入してい

るからこそ、新型コロナウイルス感染症という未曽有の事態に

直面しているからこそ、この原点に立ち返りたいと思います。

　そのために第５次古賀市総合計画に掲げる「ひと育つ、こが

育つ」を合言葉に、チルドレンファーストを徹底し、子どもの

育ちと学びを支えます。

　古賀市の子どもの読書活動においては、乳幼児のころからブックスタートを皮切り

に、セカンドブックのほか、赤ちゃんや小さい子のおはなし会など多彩な読み聞かせ

体験で本との出会いを積極的に行い、まず読書のきっかけをつくりながら、その先に

読書の楽しさ・面白さ・知る喜びをさらに広めていきます。

　幸い古賀市には、６つの地域文庫をはじめ、24もの読書ボランティア団体が活動し

ており、子どもの読書活動を力強く支援していただいていることは、古賀市が誇れる

強みと言えます。

　これに加えて、小・中学校での朝の読書活動や、高校生による読み聞かせ、大学によ

る体験教室、あるいは保育所（園）・幼稚園等への市立図書館の蔵書の積極的な貸出な

ど、多彩な取組を進めています。

　これらの活動やそれを担う諸機関は互いに連携・交流することで、多様な人材が出

会い、知識や経験が「交差」し「掛け算」が生まれ、「クロスオーバー」と言える効果が

期待できます。

　次世代の子どもの読書活動を支えるため、家庭・地域・保育所（園）・幼稚園・学校・

行政・読書ボランティアなどが「クロスオーバー」して、共に創る＝「共創」で未来を

拓いていきましょう。

令和４年10月

古賀市教育委員会

教育長　長谷川　清孝
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１ 子ども読書活動の意義

２ 国内と古賀市の動き

　読書には、 想像力を豊かにし、 物事に興味を持ち、 未知との出会いを創出し、 感動を呼

び起こす力があります。

　特に子どもは、 読書によって言葉を学び、 感性を磨き、 表現力を高めていきます。 古賀

市の学校では、 「朝の読書」の時間を設けるなど、 子どもの読書活動が盛んに行われており、

子どもが読む本の冊数は全国平均を上回っています。

　インターネット等の普及により、 全国的には高校生の頃からの読書離れが進み、 情報収集源

としての本への依存度は減少傾向にあります。 子どもの頃からの読書活動の継続により、 こ

れからの生涯学習社会を生き抜く学びの技術を身につけることが重要となってきています。

（１）国は法律と第1次計画を策定し、現在は第4次計画
　　　①平成13 （2001）年12月／

　　　　　　　　　　「子どもの読書活動の推進に関する法律」制定

　　　②平成14 （2002）年8月／

　　　　　　　　　　「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定

　　　③以来、 約5年ごとに計画策定

　　　④平成30 （2018）年4月／ 「第4次計画」策定〈概ね5年間〉

（２）福岡県も計画を策定
　　　①平成16 （2004）年2月／ 「福岡県子ども読書推進計画」策定

　　　②平成22 （2010）年3月／改訂（第2次計画）

　　　③平成28 （2016）年8月／改訂（第3次計画） 〈概ね5年間〉

　　

（３）古賀市の動き
　古賀市は子どもの読書活動の意義や大切さを踏まえ、 これまでアンケート調査等を参考に

計画を策定し、 これを基に子どもの読書活動を推進してきました。

　　　①平成18 （2006）年4月／ 「古賀市子ども読書活動推進計画」策定

　　　②平成24 （2012）年10月／改訂（第2次計画）

　　　③平成29 （2017）年10月／ 「第3次計画」策定〈概ね5年間〉
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３ 計画の期間・対象・位置づけ

（１）計画の期間
　令和4（2022）年度～令和９（2027）年度までの概ね5年間

（２）計画の対象
　古賀市に在住・在学する、概ね18歳以下の子ども及びその保護者

（３）「読書活動」とは
　読書という本を読む行為と、読書に関するさまざまな活動（読み聞かせ、講演会、体験

教室、映画会等）を合わせたもの

（４）計画の位置づけ・策定体制等

第4次

古賀市子ども読書活動推進計画

子ども読書プラン

子どもの読書活動の推進に関する法律
平成１３（２００１）年

子どもの読書活動の推進に関する

基本的な計画（国）
福岡県子ども読書推進計画

古賀市子ども読書活動

推進計画策定協議会

古賀市子ども読書活動

推進計画策定にかかる

ワーキンググループ

古賀市子ども読書活動調査

古賀市子ども読書活動等に

関するアンケート調査

全国学力 ・学習状況調査

第３次

古賀市子ども

読書活動推進

計画

改訂

（第２次）

第1次

第5次古賀市総合計画
令和４（2022）年度～令和１３（2031）年度

古賀市の個別計画

古賀市教育大綱

古賀市教育行政の目標と主要施策

古賀市生涯学習基本計画

古賀市子ども ・子育て支援事業計画　等
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（１）読書環境の変化

①読書スタイルの変化

　デジタル庁を国が新設するなど、情報化社会が急速に進んでおり、読書をとりま

く状況も変わろうとしています。

　すでにスマートフォン、タブレット端末等のデジタル機器が普及し、インター

ネットを通じた電子書籍等の流通が活発化してきました。

　これにより、読書スタイルは紙の本だけでなく、電子書籍等も加わり選択肢が増

えています。

②子どもの読書環境の変化

　令和元（2019）年12月に端を発した新型コロナウイルスの感染拡大は、私たち

をとりまく生活スタイルを一変させました。

　図書館の休館や、読み聞かせ等多くのイベントの中止が相次ぎ、子どもの読書環

境も変化しました。

　人と人とのふれあいを通じての、読書の喜びや楽しさを伝えることが難しい状況

は、今後もしばらくは続くと思われます。

③入手方法の変化

　本を入手する方法も変化が見られ、インターネットでの購入や、中古書店での購

入など多様化しています。一方で、書店の数は古賀市内には1店のみとなり、全国

的にも減少傾向にあります。

４ 読書をとりまく状況
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（２）古賀市の特徴

①子どもの読書活動の歴史的な伝統と実績

　古賀市には地域で子どもの読書活動を大切にする気風が脈々と受け継がれていま

す。大正12（1923）年につくられた席内 ( むしろうち ) 村立図書館をはじめ、小・

中学校には福岡県内でも先駆けて学校司書が配置されており、活発な図書館活動の

もと、学校はこれまで数々の読書活動に関する表彰を受けています。

②多彩なネットワークに支えられた読書活動

　これまで多くの団体（読書ボランティア等）や機関（学校、公的機関等）が、相互

に協力・連携・支援して、子どもの読書活動を推進してきました。また、本をとお

してさまざまな交流の場を生み出してきました。

③熱心な読書ボランティアによる息の長い活動

　６つの地域文庫をはじめ、24団体を数える読書ボランティアによる、子どもに

寄り添った息の長い活動は、本との出会いや読書の楽しさをたくさんの子どもに伝

えてきました。

④「生涯学習ゾーン」内に立地している市立図書館

　市立図書館がある「生涯学習ゾーン」には、「リーパスプラザこが」として、歴史

資料館、交流館、中央公民館があるほか、市民グラウンドや市民体育館等がありま

す。また、このゾーンは古賀竟成館高校に隣接し、JR 古賀駅や古賀市役所、福岡

女学院看護大学にも近く、教育・文化・スポーツ・公共機関が集積し、その相乗効

果が期待できます。

6



５ アンケート結果から見る子ども読書活動の現状と分析
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 アアンンケケーートト結結果果かからら見見るる子子どどもも読読書書活活動動のの現現状状とと分分析析

古賀市の子どもの読書活動の現状を把握するため、乳幼児とその保護者、高

校生に対しては、令和 3 年 11 月に古賀市独自の「子ども読書活動アンケー

ト調査」を実施し、小・中学生に対しては、国による「全国学力・学習状況調

査」の結果を活用しながら現状を分析しました。 

（（１１））乳乳幼幼児児

保護者が読み聞かせをしている割合が 9 割を超え、読み聞かせの頻度は

週 1 回以上が 8 割近くを占めることから見ても、読み聞かせに対する保護

者の関心の高さや熱心さがうかがえます。 

その背景には、保育所（園）・幼稚園等をはじめ、地域文庫や読書ボランテ

ィア等による読み聞かせや、本を手に取りやすくする環境づくりが効果をあ

げているといえます。また、それに加え、家庭内で読書に親しめるようなは

たらきかけの効果が出ています。 

本の入手や選書にあたっては、書店やインターネット等を活用する割合が

7 割を超えている一方、市立図書館を利用する保護者の割合は約３割です。 

その理由としては、保護者が返却期限にしばられず読書を気軽に楽しみた

いという思いがあることが一因といえます。また、市立図書館では「子ども

がさわぐ」「借りた本を汚損する」等の心配もあり、「借りずに買う」という

選択をする保護者が多いことも一因といえます。 

なお、「ブックスタート」や「セカンドブック」といった取組は、読み聞か

せや読書のきっかけづくりとして、一定の評価を受けています。 

幼い頃から本にふれる環境や機会が身近にあることが、その後の読書習慣

の定着につながることから、今後も保護者に読み聞かせの大切さを伝えると

ともに適した本の情報等を届けることが重要です。 

５ 
　古賀市の子どもの読書活動の現状を把握するため、乳幼児とその保護者、高校生に対し

ては、令和3（2021）年11月に古賀市独自の「子ども読書活動等に関するアンケート調査」

を実施し、小・中学生に対しては、国による「全国学力・学習状況調査」の結果を活用しな

がら現状を分析しました。

（１）乳幼児
　保護者が読み聞かせをしている割合が9割を超え、読み聞かせの頻度は週1回以上が8

割近くを占めることから見ても、読み聞かせに対する保護者の関心の高さや熱心さがうか

がえます。

　その背景には、保育所（園）・幼稚園等をはじめ、地域文庫や読書ボランティア等による

読み聞かせや、本を手に取りやすくする環境づくりが効果をあげているといえます。また、

それに加え、家庭内で読書に親しめるようなはたらきかけの効果が出ています。

　本の入手や選書にあたっては、書店やインターネット等を活用する割合が7割を超えて

いる一方、市立図書館を利用する保護者の割合は約３割です。

　その理由としては、保護者が返却期限にしばられず読書を気軽に楽しみたいという思い

があることが一因といえます。また、市立図書館では「子どもがさわぐ」「借りた本を汚損す

る」等の心配もあり、「借りずに買う」という選択をする保護者が多いことも一因といえます。

　なお、「ブックスタート」や「セカンドブック」といった取組は、読み聞かせや読書のきっ

かけづくりとして、一定の評価を受けています。

　幼い頃から本にふれる環境や機会が身近にあることが、その後の読書習慣の定着につな

がることから、今後も保護者に読み聞かせの大切さを伝えるとともに適した本の情報等を

届けることが重要です。

読み聞かせに関心があり、

している

時間がある時だけ、 している

「読んで」とせがまれた時だ

け、 している

関心はあるが、 していない

関心がない・していない

42.3％

35.9％

5.6％
1.4％ 14.8％

7



【読書が好きな割合】

H28 R1

古賀市 78.3 74.1

福岡県 74.8 74.1

全国 74.6 75.0

古賀市 69.1 75.7

福岡県 68.5 66.3

全国 69.9 68.0

【読書をしない割合】

H28 R1 R3

古賀市 23.7 25.2 28.1

福岡県 21.9 21.0 24.4

全国 20.6 18.7 24.0

古賀市 36.0 30.4 34.3

福岡県 41.4 39.2 39.3

全国 37.2 34.8 37.4
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（２）小・中学生
　国が実施した「全国学力・学習状況調査（平成28（2016）年度、令和元（2019）・3

（2021）年度）」によると、小学6年生、中学3年生ともに、読書が好きな割合は7割を

超え、特に中学生は増加しており、福岡県及び全国平均を上回っています。

　1日に短時間でも読書をする習慣がついている割合は、小学生が7割、中学生が6割を

超えていることから、読書に対する意識の高さがうかがえます。

　また、学校図書館や地域の図書館に行く割合も、福岡県及び全国平均よりも高く、とも

に増加している状況です。

　その理由としては、学校での「朝の読書」や読書ボランティアが行う「朝の読み聞かせ」

等の効果があると思われます。また、学校図書館に学校司書が配置され、学校における「読

書センター」や「学習・情報センター」としての環境が整い、子どもにとって学校図書館が

身近な存在になっていることを示す結果ともいえます。

　一方で、読書をしない割合は小・中学校ともに約3割でともに増加しています。その背

景には、パソコンやスマートフォン等の発達・普及により、子どもをとりまく環境の変化

が影響していることが考えられます。

　また、学習塾や習い事、部活動など、読書以外に時間を割かざるを得ない状況となって

いることが、学校図書館における年間貸出冊数の減少からもうかがえます。

　さらに、SNS やゲーム、動画視聴など、興味・関心が本以外の媒体に向いており、こ

の傾向はこれからさらに強くなる可能性があります。

　小・中学校9年間においては、読書に興味・関心を引くような取組をさらに充実し、常

に本との関わりを持たせ、読書をするきっかけづくりを続けていく必要があります。
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（（３３））高高校校生生

高校生の読書が好きな割合は 8 割近くと、5 年前と同様に高い割合を維

持しています。また、1 か月に 1 冊以上の本を読んだ割合も 8 割を超え、

5 割は月 1 回以上学校図書館に行くなど、読書や図書館を好意的にとらえ

ていることがうかがえます。 

これらは、高校での「朝の読書」等によって本を読む習慣が身についたこ

とに加え、自主的な委員会活動が積極的に行われた成果によるものといえま

す。 

幼少期から小学校高学年までは読書量は増加するものの、中・高校生では

読む時間や本の量ともに減少していく傾向にあります。その理由としては、

「勉強や部活動等で忙しい」「普段から本を読む習慣がない」「興味・関心に

合う本が身近にない」等があげられます。 

また、紙の本もある程度は読んでいるものの、傾向としては、スマートフ

ォン等で気軽に読むことができる電子媒体に移行しつつある状況がうかが

えます。一方で、「古賀市電子図書館サービス」の利用率は低いという実態

が見えてきました。 
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（３）高校生
　高校生の読書が好きな割合は8割近くと、5年前と同様に高い割合を維持しています。

また、1か月に1冊以上の本を読んだ割合も8割を超え、5割は月1回以上学校図書館に行

くなど、読書や図書館を好意的にとらえていることがうかがえます。

　これらは、高校での「朝の読書」等によって本を読む習慣が身についたことに加え、自

主的な委員会活動が積極的に行われた成果によるものといえます。

　幼少期から小学校高学年までは読書量は増加するものの、中・高校生では読む時間や本

の量ともに減少していく傾向にあります。その理由としては、「勉強や部活動等で忙しい」

「普段から本を読む習慣がない」「興味・関心に合う本が身近にない」等があげられます。

　また、紙の本もある程度は読んでいるものの、傾向としては、スマートフォン等で気軽

に読むことができる電子媒体に移行しつつある状況がうかがえます。一方で、「古賀市電

子図書館サービス」の利用率は低いという実態が見えてきました。
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（１）家庭
　古賀市では、生後6か月の乳児とその保護者には

「ブックスタート」で、3歳児には「セカンドブック」で

絵本と出会うきっかけをつくり、また、市立図書館で

もおはなし会を開催するなど、家庭で絵本にふれあう

環境づくりや読み聞かせ活動を行ってきました。

　今回実施したアンケート調査によると、「ブックス

タート」等の取組は、きっかけづくりとして一定の成

果をあげており、各家庭では頻繁に読み聞かせが行われ、また、保育所（園）・幼稚園等

による読み聞かせ等の取組は、家庭での読書習慣の定着に大切な役割を果たしていること

がわかりました。

　一方、「仕事や家事で忙しく、読み聞かせの時間がとれない」など、読書時間の確保や

読み聞かせに使う本の入手が難しい家庭があるという課題も見えてきました。

　今後は、「ブックスタート」や「セカンドブック」の効果を踏まえ、その後の発達段階に

合わせた絵本選び等のフォローアップや、市立図書館を乳幼児とその保護者が気軽に利用

できるように工夫することが課題です。

　あわせて、子どもの読書の習慣化を促すためには、まず保護者に乳幼児期から本に親し

む大切さを伝え、家族ぐるみで読書を楽しむような雰囲気を醸成することが課題といえま

す。

市立図書館での「赤ちゃんおはなし会」

６ これまでの成果と課題

イラスト：ともすぎ　ちづる
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（２）地域
　古賀市には、地域や学校、市立図書館で長年活動

を続ける読書ボランティアが多数あり、読み聞かせ

や本にふれるイベント等を実施しています。

　このうち、6つの地域文庫は、地域における子ど

もの読書活動の拠点として、日常的な本の貸出しや

読み聞かせのほか、子ども会育成会等と連携して季

節ごとの行事を開催しています。また、地域文庫を

利用していた中・高校生がこの活動をサポートするなど、活動が広がりを見せています。

　そのほかにも、地域の公民館では、乳幼児とその保護者の居場所づくりや、世代間交流

を行う「子育てサロン」が開設され、子どもが地域で読書しやすい環境づくりが進められ

ています。

　これらは、古賀市の中でこれまで受け継がれてきた、“地域で子どもを育てる気風”が

今も息づいていることを感じさせます。

　一方、コロナ禍の影響によって、これらの活動は中断や縮小を余儀なくされています。

また、地域文庫や読書ボランティア等の担い手の減少や高齢化等の課題も見られます。

　地域での子どもの読書活動をさらに活性化させるためには、新たな人材や担い手を発

掘・養成するとともに、地域と関係機関とをつなぎ、ネットワークをさらに深めていくこ

とが課題といえます。

（３）保育所（園）・幼稚園等
　保育所（園）・幼稚園等では、絵本コーナーの設置をはじめとして、絵本が身近にあり、

いつでも自由に手にとって楽しめる環境づくりが進められています。その活動を支援する

ため、市立図書館は団体貸出やブックリサイクル本の提供を行ってきました。

　このほかにも、読書ボランティアによるおはなし

会が定期的に開催されるなど、読書ボランティアと

の連携も成果をあげ、年長児が年下の園児に読み聞

かせる姿等も見られるようになりました。

　市立図書館の蔵書を活用して団体貸出等を行うと

ともに、市立図書館のイベント情報の提供など、連

携をさらに深めることが課題といえます。

地域文庫のイベント

保育園の絵本コーナーと

園児への貸出しの様子
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（４）学校
　小・中学校では、「朝の読書」や「読書週間」、読書目標の設定のほか、読書ボランティ

アと連携した「朝の読み聞かせ」や「おはなし会」等が、これまで積極的に取り組まれてき

ました。その原動力となったのが、市内全小・中学校に配置された学校司書といえます。

　また、子どもの自主的な読書活動等により、市内複数の小学校が「子どもの読書活動優

秀実践学校の部　文部科学大臣表彰」や「西日本読書感想画コンクール」で表彰されるな

ど、充実した読書活動は高く評価されています。

　高校においても、図書委員会の生徒が学童保育所での朗読会を数年にわたり開催するな

ど、読書活動に主体的にかかわる姿勢がうかがえます。

　また、特別支援学校では、市立図書館の団体貸出が活用されており、「読書週間」等の

行事にも積極的に取り組まれています。

　図書館に行く割合は小・中学生ともに増加し、福岡県及び全国平均を上回る数値で、高

校生は定期的に通う割合が増えています。

　しかし、不読率は小・中・高校生ともに増加傾向にあります。その原因として、学習塾

や習い事、部活動等に時間を割かざるを得ない状況がうかがえ、電子機器を使用するゲー

ム時間等の増加も要因と考えられます。デジタル機器を生活の中から切り離すことができ

ない子どもに、「古賀市電子図書館サービス」を周知していく必要があります。

　また、限られた時間の中で、読書の量も大切にしつつ、質も考えた読書を進めていくこ

とが重要です。

読書ボランティアによる

朝の読み聞かせ

小学1年生対象の

市立図書館司書によるおはなし会
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（５）市立図書館をはじめとする公共機関
　市立図書館は、読書活動の拠点として、子どもの

読書活動に関わる団体や機関に対して団体貸出等を

行ってきました。

　また、イベントの開催や、読書ボランティア等の

機関との連携、交流、支援にも力を入れてきました。

　さらに、小学校の新学習指導要領の改訂に合わせ

たプログラミング教室や、異年齢間の読み聞かせ交

流「高校生によるおはなし会」等も開催し、新たな取組として参加者に好評でした。

　ほかにも、市立図書館では、貸出点数や貸出期間の見直しや「古賀市電子図書館サービ

ス」を導入したことで、コロナ禍の読書活動の幅を広げることにつながりました。

　児童館・児童センターでは、本と親しむきっかけづくりのため、乳幼児とその保護者に

絵本の読み聞かせを行っています。来館する子どもがおすすめの本のプレートを作成し、

本の紹介を行うなど、自主的な活動が見えはじめました。

　また、学童保育所では、時間割に読書活動を組み入れ、さまざまな場面で本にふれる環

境づくりを推進してきました。

　しかし、市立図書館をはじめとする公共機関では、コロナ禍の影響もあって、子ども向

け事業の中止や入場制限によって参加者数が伸び悩み、市立図書館の貸出冊数、入館者数

も減少傾向にあります。

　子どもの読書活動のみならず、古賀市全体の読書活動をどのように推進するか、また、

公共機関や読書ボランティア等が、どのように互いの交流を深めて、そのつながりを確か

なものにしていくかが問われています。

地域文庫の皆さんによる

おはなし会スペシャル

大学との連携によるプログラミング教室
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　この計画では、第３次までの本計画の理念である「すべての子どもが、あらゆる機会

とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、家庭・地域、保育

所（園）・幼稚園等、学校、行政が一体となって環境の整備を推進する」を受け継ぎ、次の 

テーマに基づき、実現のための基本目標や具体的な取組を定め、計画を推進していきます。

（１）テーマ

　子どもが読書の楽しさや知る喜びを実感することにより、自ら進んで読書に親しみ、 

心豊かに成長することをめざします。

（２）基本目標

７ 計画のテーマと基本目標

いつも本をそばに
～本がはぐくむ　子どもの未来～

さまざまな場面（機会）で
読書と出会い、楽しむ
『幅広い環境づくり』

(3) 保育所（園）・幼稚園等で

読書に親しむ環境づくり

(4) 学校で読書を定着させる

環境づくり

(1)家庭で読書と出会う環境づくり

(2)地域で読書に親しむ環境づくり

(5) 市立図書館等での環境づくり

〈施策〉

【基本目標１】

さまざまな人（機関）との
『ネットワーク』と『共創』

(4) 市立図書館等との共創

(3) 学校との連携をさらに推進

(1)家庭へのはたらきかけの強化

(2) 保育所（園）・幼稚園等と

読書ボランティアとの

つながりの強化

〈施策〉

【基本目標２】

さまざまな
手段（手法）による

『新たな時代への対応』

(1) 新たな読書スタイルへの対応

(2) 魅力や情報の発信

(3) 新たな人材の発掘・養成

(5) 利用しやすい図書館づくり

(4) 資源をフルに活かし、新たな

連携

〈施策〉

【基本目標３】
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　家庭をはじめ、地域、保育所（園）・幼稚園等、学校及び市立図書館などの、さまざま

な場面（機会）で読書と出会うきっかけをつくり、読書を楽しむ取組をさらに充実させま

す。

　また、子どもだけでなく、保護者へのはたらきかけも重視した幅広い環境づくりや、体

験をまじえた広がりのある読書活動をさらに推進します。

（１）家庭で読書と出会う環境づくり

８ 取組内容

【基本目標１】

さまざまな場面（機会）で読書と出会い、楽しむ『幅広い環境づくり』

①「ブックスタート」「セカンドブック」の継続
　〈関係機関〉市立図書館、子育て支援課

　乳幼児期からの読み聞かせの大切さを伝えるため、乳児には「ブック 
スタート」で、また、3歳児には「セカンドブック」で、相乗効果を念頭に置き、 
家庭での読書がとぎれないように絵本を手渡す事業を継続します。

②保護者へのはたらきかけ
　〈関係機関〉市立図書館、子育て支援課

　保護者の読書への関心をより深めるための啓発を行うとともに、絵本を 
通じて家庭でのふれあいの時間を持てるよう、読み聞かせのコツやおすすめ 
の本のリスト等も紹介します。

③妊娠期からのきっかけづくり
　〈関係機関〉市立図書館、子育て支援課

　出産を控えた人（プレママ、プレパパ）に、妊娠期からの読書の大切さを伝え、 
親しんでもらうための啓発に取り組みます。

④家庭での読書時間の確保
　〈関係機関〉市立図書館、学校教育課、学校、子育て支援課、青少年育成課

　ゲーム、インターネット（動画視聴）等に偏りがちな余暇の時間の使い方を 
振り返り、家族ぐるみで読書を楽しむような雰囲気づくりを行い、家庭での 
ルールづくりを呼びかけます。

! 重点
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（３）保育所（園）・幼稚園等で読書に親しむ環境づくり

（２）地域で読書に親しむ環境づくり

①地域に本がある環境づくり
　〈関係機関〉市立図書館、子育て支援課

　地域で身近に読書に親しめる場を提供するため、多彩な活動を行う地域文庫 
を団体貸出等で支援します。
　また、地域の公民館で行われている「子育てサロン」での乳幼児への読み 
聞かせが充実するよう、団体貸出等をとおして支援します。
　「つどいの広場でんでんむし」を利用する子どもとその保護者が絵本に親しめ 
るよう、読書コーナーの充実を図るとともに、保護者が子どもに日常的な読み 
聞かせや適した絵本の選択ができるよう、子どもの年齢や発達に応じたアド
バイスを行います。

②放課後に本がある環境づくり
　〈関係機関〉市立図書館、青少年育成課

　児童館・児童センターで子どもが本にふれる機会を増やすため、読み聞かせ等 
を継続するとともに、市立図書館の団体貸出等を活用して図書コーナーの本 
の充実を図ります。
　また、学童保育所を利用する子どもがさまざまな本と出会うため、図書 
コーナーを充実させ、読み聞かせをするなど、読書に親しむ環境を整えます。

①日常的な読み聞かせの継続
　〈関係機関〉子育て支援課、保育所（園）・幼稚園等　

　絵本の楽しさを知り、豊かな表現力を養えるよう、子どもの成長に合わせた 
日常的な読み聞かせや、読書ボランティアのおはなし会を継続します。

②絵本コーナーの充実
　〈関係機関〉子育て支援課、保育所（園）・幼稚園等、市立図書館

　一人ひとりの子どもに合わせて本が選べるよう、絵本コーナーを設け、市立 
図書館の団体貸出等を活用してコーナーの充実を図ります。

③保護者へのはたらきかけ
　〈関係機関〉子育て支援課、保育所（園）・幼稚園等

　家庭での読書活動を支援するため、保護者に定期的に絵本の貸出しを行い 
ます。
　また、「おたより」等をとおして、読書習慣の大切さを伝えるとともに、 
おすすめの本の紹介等の情報を提供します。

! 重点
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（４）学校で読書を定着させる環境づくり

①司書教諭と学校司書の連携
　〈関係機関〉学校教育課、学校

　司書教諭と学校司書が連携して、子どもの自主的な読書活動をさらに推進 
します。

②蔵書の更新
　〈関係機関〉学校教育課、学校

　子どもの多様な興味・関心、調べ学習等に応えるため、基準に沿った計画 
的な蔵書の収集・更新を進めます。

③本を手に取りやすい環境づくり
　〈関係機関〉学校教育課、学校

　子どもの学習を支援し、親しみやすく利用しやすい図書館となるよう、 
おすすめの本コーナーづくりや掲示物の工夫等に努めます。

④読書活動の推進
　〈関係機関〉学校教育課、学校

　本と親しみ、読書習慣が身につくよう、「朝の読書」等の時間を確保すると 
ともに、学年に応じて読書目標等を定めます。
　また、「読書週間・月間」等に合わせ、おすすめの本の紹介や POP づくり、 
ビブリオバトルなど、図書委員会が中心となったさまざまな読書活動をさらに 
推進します。

⑤市民に開かれた学校図書館づくり
　〈関係機関〉学校教育課、学校、市立図書館

　地域住民の学びの場となるよう、小・中学校の図書館を市民に開放する取組 
を継続します。

! 重点
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（５）市立図書館等での環境づくり

①本と気持ちよく出会える場づくり
　〈関係機関〉市立図書館

　子どもとその保護者も来館しやすい雰囲気づくりに努めます。
　また、子どもが本と楽しく出会えるよう、企画展示やおすすめの本の紹介
等についてさらに工夫します。

②児童書の収集・更新
　〈関係機関〉市立図書館

　子どもの多様な興味・関心に応えるため、児童書の収集・更新を進めます。
　また、個々のニーズに応じた読書を支援するため、絵本や紙芝居等の読み物 
だけでなく、調べ学習に活かせる資料を充実させます。

③さまざまなイベントの展開
　〈関係機関〉市立図書館、学校

　「赤ちゃんおはなし会」等の対象年齢別のおはなし会に加えて、「プレママ・ 
プレパパおはなし会（仮称）」に取り組みます。
　また、工作や科学あそびのほか、「高校生によるおはなし会」など、さまざまな 
角度から本との出会いの場を提供します。
　さらに、図書館に対する理解、愛着を深めるため、「子ども図書館員」等を 
継続します。

④中・高校生へのはたらきかけ
　〈関係機関〉市立図書館、学校教育課、学校

　中・高校生の読書へのさらなる興味・関心を高めるため、中・高校生のニーズ 
を引き出しながら選書作業に直接関わってもらい、「YA（ヤングアダルト） 
コーナー」の充実や展示の工夫を図ります。
　また、「古賀市電子図書館サービス」の利用を促します。

⑤支援が必要な子どもへのサービスの充実
　〈関係機関〉市立図書館、福祉課

　支援が必要な子どもや、日本語以外の言語を使う子どもが読書に親しめる 
よう、布絵本や点字絵本、外国語絵本等の多様な資料の収集に努めます。

! 重点
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　各機関がそれぞれの役割を担い、家庭をはじめ、地域、保育所（園）・幼稚園等、学校、

読書ボランティアなど、さまざまな人（機関）の持ち味を生かしながら、多彩な『ネット

ワーク』をさらに深めます。

　また、多様な人材が交流し連携することで相互に刺激し、高めあうなど、子どもの読書

活動を共に創る＝『共創』をさらに進めます。

（１）家庭へのはたらきかけの強化

【基本目標２】

さまざまな人（機関）との『ネットワーク』と『共創』

①保育所（園）・幼稚園等から家庭へ
　〈関係機関〉子育て支援課、保育所（園）・幼稚園等、市立図書館

　家庭での読書のきっかけをつくるため、保育所（園）・幼稚園等では「おたより」 
等を活用し、読書に関するイベント情報等も提供しながら、家庭でも読書に
親しめるよう、はたらきかけます。

②読書ボランティアから家庭へ
　〈関係機関〉市立図書館

　家庭や地域の中で本とふれあう機会をつくるため、地域文庫等が行う公民館 
でのおはなし会等をとおして、家庭・地域・読書ボランティアの連携をさらに 
深めます。

③学校から家庭へ
　〈関係機関〉学校、学校教育課

　家庭での読書の定着を図るため、「図書館だより」の発行や「家庭読書の日」
の取組等をとおして、家族が一緒に読書をする大切さを伝えます。

④市立図書館等から家庭へ
　〈関係機関〉市立図書館、青少年育成課

　市立図書館は、家庭での読書を普及・促進するため、子どもの読書に関する 
啓発冊子を作成するなどし、読書の大切さを伝えます。
　また、児童館・児童センター等の公共機関は、身近に本と親しめるよう、
読み聞かせ等の取組を推進します。
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（２）保育所（園）・幼稚園等と読書ボランティアとのつながりの強化

①読書ボランティアとの連携
　〈関係機関〉子育て支援課、保育所（園）・幼稚園等、市立図書館

　子どもがおはなしを聞く楽しさを体験できるよう、保育所（園）・幼稚園等
と読書ボランティアの交流や連携をさらに深めます。

（３）学校との連携をさらに推進

①読書ボランティアとの連携
　〈関係機関〉学校教育課、学校

　子どもが読書ボランティアとの交流を深めながら、読書意欲や関心を高める 
ため、「朝の読書」や「おはなし会」を今後も継続するとともに、保護者向け
の啓発に努めます。

②保育所（園）・幼稚園等との連携
　〈関係機関〉学校、保育所（園）・幼稚園等

　子ども同士の交流をとおして読書活動を広げるため、小学生が保育所
（園）・幼稚園等に訪問して行う、紙芝居や絵本の読み聞かせをさらに推進 
します。

③市立図書館等との連携
　〈関係機関〉市立図書館、学校教育課、学校

　子どもの読書意欲を高め、調べ学習に応えるため、市立図書館の蔵書を活用 
して、学校からの要望を踏まえたセット貸出に取り組みます。
　また、学校からの見学や中学生職業体験学習「ドリームステージ」等の受入れ 
を行います。
　さらに、小学生向けの市立図書館利用案内の配布のほか、パソコン端末を
活用した電子図書館サービスの利用促進について、学校と連携しながら研究
します。

④その他の機関との連携
　〈関係機関〉市立図書館、青少年育成課、学校

　高校生の読書活動を広げ、異年齢の子ども同士が交流をとおして読書と 
親しめるよう、「学童保育所でのおはなし会」や「子どもわくわくフェスタ」
等での高校生による読み聞かせ等に取り組みます。

! 重点
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（４）市立図書館等との共創

①保育所（園）・幼稚園等への支援
　〈関係機関〉保育所（園）・幼稚園等、市立図書館

　保育所（園）・幼稚園等での読書活動を支援するため、市立図書館の蔵書
を活用した団体貸出等とともに、読書活動に関する情報の提供等を充実させ 
ます。

②読書ボランティアとの連携と支援
　〈関係機関〉市立図書館

　地域文庫をはじめとした読書ボランティアの活動を支援するため、相互の
連携を深める「読書ボランティア団体交流会」や「地域文庫連絡会」等の充実
を図ります。
　また、活躍の場をさらに広げるため、連絡・調整を行い、各機関との連携
を強化します。
　さらに、多年にわたり、子どもの読書活動に功績のある団体や人材を顕彰
するため、功労者としての推薦や紹介を積極的に行います。

③市立図書館と学校図書館の連携
　〈関係機関〉市立図書館、学校教育課、学校

　子どもの読書意欲や問題解決に効果的に応えるため、市立図書館と学校 
図書館は連携し、情報交換等を積極的に行います。

④他の公共機関との連携
　〈関係機関〉市立図書館、文化課、生涯学習推進課、青少年育成課

　市立図書館は、古賀市の「生涯学習ゾーン」の中に位置する立地条件を活かす 
ため、各機関（歴史資料館、交流館、中央公民館、市民グラウンド、市民体育館 
等）との相乗効果を意識したイベントや、相互 PR 等を研究します。
　また、児童館・児童センター等の公共機関は、図書コーナーをさらに利用
しやすくするため、市立図書館と連携してコーナーの充実を図ります。

! 重点

! 重点
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　子どもをとりまく環境や読書スタイルが変化する中、新たな発想や視点で、新たな時代

に向けた取組を推進します。

（１）新たな読書スタイルへの対応

【基本目標３】

さまざまな手段（手法）による『新たな時代への対応』

①電子図書館サービスの充実
　〈関係機関〉市立図書館、学校、学校教育課、青少年育成課

　勉強や部活動で多忙な子どもや、個々の事情から来館しにくい子どもが 
図書館サービスを利用できるよう、「電子図書館サービス」をさらに充実させ
ます。
　また、学校における「GIGA スクール構想」の取組等と連携し、紙の本による 
読書と「電子図書館サービス」、それぞれの効果的な使い方について研究する
とともに、サービスの広報・周知に努めます。

（２）魅力や情報の発信

①ホームページや SNS 等の充実
　〈関係機関〉市立図書館

　子どもや保護者の視点に立った、わかりやすく、親しみやすい情報提供に
努めるため、現在の市立図書館や市の公式ホームページ、教育委員会の SNS
等に加えて、市立図書館の SNS を開設し、即時性を活かした情報提供等の
発信を積極的に行います。

②広報紙・ポスターで PR 強化
　〈関係機関〉市立図書館、学校

　読書活動に関する情報を幅広く提供するため、市の広報紙の「図書館だより」 
コーナーを有効活用し、子ども向けおすすめの本の紹介やイベントの PR に
努めます。
　また、読書活動に関するチラシやポスター等も、より伝わりやすい紙面 
づくりに努め、展示方法も工夫します。

! 重点

! 重点
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③メディアへの情報提供
　〈関係機関〉市立図書館、学校教育課、学校、子育て支援課、青少年育成課

　子どもの読書活動にかかわる取組を市内外に PR するため、各種メディア
への情報提供により、魅力発信を積極的に行います。

①読書ボランティアの養成
　〈関係機関〉市立図書館

　地域に根差し、子どもに寄り添う読書活動をさらに推進するため、その 
担い手である地域文庫や読書ボランティアの養成に向けた講座等を実施し、
新しい人材の確保や担い手づくりを支援します。

（３）新たな人材の発掘・養成

（４）資源をフルに活かし、新たな連携

①大学との連携を促進
　〈関係機関〉市立図書館、学校

　古賀市近隣に立地する大学のさまざまな知識や技術を活かした「地域貢献力」 
を、子どもの読書活動に活用するため、連携のあり方や方法について研究し、
大学生と子どもの交流を進めます。

②企業との連携を促進
　〈関係機関〉市立図書館、学校

　古賀市内の企業等の協力を得て、市立図書館の「雑誌スポンサー制度」を拡充 
します。
　また、子どもが郷土に関心を持ち、市内の企業について調べられるよう、

「社史」や「企業紹介パンフレット」等を収集します。

! 重点
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（５）利用しやすい図書館づくり

① “ 古賀の誇り ” コーナーの充実
　〈関係機関〉市立図書館

　子どもが郷土に誇りを持ち、未来に豊かな夢を描けるよう、古賀市出身の
著名人をはじめ、船原古墳等の歴史的遺産を紹介する「郷土資料コーナー」 
をさらに充実させます。

②企画展示コーナーの充実
　〈関係機関〉市立図書館、学校

　子どもが読書に興味を持つよう、季節ごとの行事や市内でのイベント、国内外 
の出来事など、機会をとらえ、それらの関連本を紹介する展示コーナーを 
充実させます。

③子どもが気軽に利用できる図書館へ
　〈関係機関〉市立図書館、子育て支援課

　乳幼児とその保護者が気軽に図書館を利用できるよう、乳幼児が利用し 
やすい時間帯を設定する「赤ちゃんタイム（仮称）」等に取り組みます。

④「こがめルーム」の活用
　〈関係機関〉市立図書館

　おはなしの部屋「こがめルーム」をより使いやすくするため、改修を機に、
おはなし会に加えて、調べ学習や絵本を読み合えるスペースとして幅広く 
活用します。

（１）計画の進行及び進捗管理

　本計画で掲げた具体的方策が、家庭や地域、保育所（園）・幼稚園等、学校及び市立図

書館などで展開、推進されるよう、毎年度、各取組の進捗や課題の実態把握に努め、ＰＤ

ＣＡサイクルの手法により、本計画を効果的・効率的に推進していきます。

　また、その結果を古賀市図書館協議会に報告するとともに、市ホームページ等で公表し

ます。

９ 進捗管理
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≪参考資料≫①　第４次古賀市子ども読書活動推進計画　体系図

子どもが読書の楽しさや知る喜びを実感することにより、自ら進んで読書に親しみ、心豊かに成長することをめざす

子ども読書プラン
いつも本をそばに　～本がはぐくむ　子どもの未来～

【愛　称】

【テーマ】

【方向性】

施　策 主な取組内容

さ
ま
ざ
ま
な
場
面（
機
会
）で
読
書
と
出
会
い
、
楽
し
む 『
幅
広
い
環
境
づ
く
り
』

【
基
本
目
標
１
】　

（2）�地域で読書に親しむ
環境づくり

①地域に本がある環境づくり ■地域文庫や子育てサロンなど、地域で身近に読書に親しめる場を提供 
②放課後に本がある環境づくり ■児童館・児童センター、学童保育所で子どもが本にふれる機会を増やす

（1）�家庭で読書と出会う
環境づくり　

①「ブックスタート」「セカンドブック」の継続 ■家庭での読書がとぎれないよう「ブックスタート」「セカンドブック」を継続　
②保護者へのはたらきかけ ■読書への関心をより深めるための啓発
③妊娠期からのきっかけづくり ■妊娠期からの読書の大切さを伝え、親しんでもらうための啓発
④家庭での読書時間の確保 ■家族ぐるみで読書を楽しむ雰囲気づくり、ゲーム・インターネット等利用時間のルールづくり

！重点

（3）�保育所（園）・幼稚園
等で読書に親しむ
環境づくり

①日常的な読み聞かせの継続 ■子どもの成長に合わせた日常的な読み聞かせや、読書ボランティアによるおはなし会を継続
②絵本コーナーの充実 ■一人ひとりの子どもに合わせて本が選べる絵本コーナーの充実
③保護者へのはたらきかけ ■定期的に絵本の貸出しができる環境づくり　 ■読書習慣の大切さを伝える ！重点

（4）�学校で読書を定着
させる環境づくり

①司書教諭と学校司書の連携 ■子どもの自主的な読書活動をさらに推進
②蔵書の更新 ■子どもの多様な興味・関心等に応える資料の収集・更新
③本を手に取りやすい環境づくり ■親しみやすく利用しやすい図書館づくり
④読書活動の推進 ■本と親しみ、読書習慣を身につける 　■図書委員会が中心となったさまざまな読書活動を推進
⑤市民に開かれた学校図書館づくり ■地域住民の学びの場づくり（学校図書館の開放）

！重点

（5）市立図書館等での
環境づくり

①本と気持ちよく出会える場づくり ■来館しやすい雰囲気づくり　■企画展示やおすすめの本の紹介等の工夫
②児童書の収集・更新 ■子どもの多様な興味・関心に応え、調べ学習に活かせる資料の充実
③さまざまなイベントの展開 ■おはなし会や工作・科学あそびなど、さまざまな角度から本との出会いの場を提供
④中・高校生へのはたらきかけ ■読書へのさらなる興味・関心を高める 　■電子図書館サービスの利用を促進
⑤支援が必要な子どもへのサービスの充実 ■布絵本や点字絵本、外国語絵本等の多様な資料を収集

！重点

さ
ま
ざ
ま
な
人（
機
関
）と
の『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』と『
共
創
』

【
基
本
目
標
２
】　

（2）保育所（園）・幼稚園等
と読書ボランティア
とのつながりの強化

①読書ボランティアとの連携 ■保育所（園）・幼稚園等と読書ボランティアの交流や連携

（1）家庭へのはたらき
かけの強化

①保育所（園）・幼稚園等から家庭へ ■読書に関するイベント情報等を提供
②読書ボランティアから家庭へ　 ■家庭や地域の中で本とふれあう機会をつくる（読書ボランティアによるおはなし会等）
③学校から家庭へ ■家庭での読書の定着を図る（「図書館だより」「家庭読書の日」の取組等）
④市立図書館等から家庭へ ■子どもの読書に関する啓発冊子を作成　■身近に本と親しめるよう読み聞かせ等の取組を推進

（3）学校との連携を
さらに推進

①読書ボランティアとの連携　 ■「朝の読書」や「おはなし会」を今後も継続 　■読書意欲や関心を高めるための啓発
②保育所（園）・幼稚園等との連携 ■子ども同士の交流をとおして、読書活動を広げる

③市立図書館等との連携 ■学校からの要望を踏まえたセット貸出の実施　
■パソコン端末を活用した電子図書館サービスのあり方を研究

④その他の機関との連携 ■異年齢の子ども同士が交流をとおして読書と親しめる取組の実施（学童保育所でのおはなし会等）

！重点

（4）市立図書館等との
共創

①保育所（園）・幼稚園等への支援 ■市立図書館の蔵書を活用した団体貸出や、読書活動に関する情報を提供
②読書ボランティアとの連携と支援 ■ボランティア団体同志の交流会や連絡会等の充実 　■各機関との連携を強化
③市立図書館と学校図書館の連携 ■子どもの読書意欲や問題解決に効果的に応えるために連携を強化
④他の公共機関との連携 ■各機関との相乗効果を意識したイベントや相互 PR　■市立図書館との連携によるコーナーの充実

！重点
！重点

さ
ま
ざ
ま
な
手
段（
手
法
）に
よ
る『
新
た
な
時
代
へ
の
対
応
』

【
基
本
目
標
３
】　

（4）資源をフルに活かし、
新たな連携

①大学との連携を促進 ■大学のさまざまな知識や技術を活かす（官学連携イベント等）
②企業との連携を促進 ■市立図書館の「雑誌スポンサー制度」を拡充　■「社史」「企業紹介パンフレット」等を収集

（5）利用しやすい図書館
づくり

①“古賀の誇り”コーナーの充実 ■古賀市出身の著名人や歴史的遺産を紹介する「郷土資料コーナー」の充実
②企画展示コーナーの充実 ■子どもが読書に興味を持つような展示コーナーの充実
③子どもが気軽に利用できる図書館へ ■乳幼児が利用しやすい時間帯を設定する「赤ちゃんタイム（仮称）」等の実施
④「こがめルーム」の活用 ■おはなし会のほか、調べ学習や絵本を読み合えるスペースとして活用

（1）新たな読書スタイル
への対応 ①電子図書館サービスの充実 ■電子図書館サービスの周知・充実　■紙の本と電子書籍、それぞれの効果的な使い方を研究 ！重点

（2）魅力や情報の発信
①ホームページや SNS等の充実 ■わかりやすく、親しみやすい情報提供 　■市立図書館の SNSを開設
②広報紙・ポスターで PR強化 ■おすすめの本の紹介やイベントの PR　■より伝わりやすいチラシやポスター等の紙面づくり
③メディアへの情報提供 ■子どもの読書活動にかかわる取組を効果的に発信

！重点

（3）新たな人材の発掘・
養成 ①読書ボランティアの養成 ■新しい人材の確保や担い手づくりを支援 ！重点
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■ブックスタートへの参加
■セカンドブックへの参加
■読み聞かせの実施
■家庭での読書時間の確保 等

≪参考資料≫②　第４次古賀市子ども読書活動推進計画　取組内容・展開イメージ

サンコスモ古賀
（福祉課・子育て支援課・

つどいの広場）

■読書コーナーの充実
■読み聞かせの実施
■年齢や発達に応じたアドバイス
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■読書活動情報の共有・発信 等

市役所
（学校教育課・
　青少年育成課）

■行政資料の提供
■市立図書館情報ラックの活用 
■広報等 PR
■ホームページ、SNS
■読書活動情報の共有・発信 等

県立図書館 他市町図書館

■相互貸借
■研修会
■読書活動情報の共有・発信 等

古賀竟成館高校

■高校生によるおはなし会の実施
■ブックリサイクルの活用
■図書館利用を呼びかけ
■電子図書館サービスの活用 
■読書活動情報の共有・発信 等

古賀特別
支援学校■図書コーナーの充実

■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■読書活動情報の共有・発信 等

小学校

中学校
■司書間の連携
■蔵書の更新
■さまざまな読書活動の推進 (朝の読書 他 )
■本を手に取りやすい環境づくり
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■学校図書館の開放
■電子図書館サービスの活用
■読書活動情報の共有・発信 等

■来館しやすい雰囲気づくり
■児童書の充実
■企画展示コーナーの充実
■さまざまなイベントの展開
■中・高校生へのはたらきかけ
■利用案内冊子の配布
■読書ボランティアとの連携・支援
■見学・インターンシップの受入
■電子図書館サービスの充実
■生涯学習ゾーン他、公共機関等との連携
■読書活動情報の共有・発信 等

■絵本コーナーの充実
■絵本の貸出し
■読み聞かせ、おはなし会の実施
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■保護者へのはたらきかけ
■読書活動情報の共有・発信 等

■図書コーナーの充実
■読み聞かせ、おはなし会の実施
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■読書活動情報の共有・発信 等　

学童保育所

■読み聞かせの実施
■布絵本の制作
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■人材確保・養成
■読書活動情報の共有・発信 等

読書ボランティア

■読み聞かせ、おはなし会の実施
■本の貸出し
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■人材確保・養成
■読書活動情報の共有・発信 等

地域
文庫

■読み聞かせの実施
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■読書活動情報の共有・発信 等

子育て
サロン

■図書コーナーの充実
■読み聞かせの実施
■団体貸出の活用
■ブックリサイクルの活用
■読書活動情報の共有・発信 等

児童館・
児童センター

市立
図書館

（文化課）

市民体育館

中央公民館
（つながりひろば）

交流館
（生涯学習推進課）

歴史
資料館

市民
グラウンド〈生涯学習ゾーン〉

県立玄界高校

■雑誌スポンサー制度
■社史・企業紹介パンフレットの収集 等

市内企業

近隣の大学
( 福岡女学院看護大学・

福岡工業大学・
九州産業大学　等 )

■官学連携イベント 等　

保育所（園）
・幼稚園等

家　庭
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≪参考資料≫③ 

子ども読書活動等に関するアンケート調査結果（概況） 

■子ども読書活動等に関するアンケート調査結果〔概況〕　　【対象】 乳幼児・その保護者

〈対象数〉199世帯　 〈回答数〉142世帯　  ※回収率 71.4%

※「複数回答とした設問（【問4・5・7・9】)」では、設問に対する回答者数を分母として選択肢毎の割合を算出した。 （回答比率の合計が100%を上回る場合あり）

1 【問1】 お子さんの年齢を教えてください。(複数回答)

2 〈回答数〉 〈割合〉

3 1. 0歳 6 2.8%

4 2. 1歳 23 10.7%

5 3. 2歳 25 11.7%

6 4. 3歳 31 14.5%

7 5. 4歳 41 19.2%

8 6. 5歳 39 18.2%

9 7. 6歳 27 12.6%

10 8. 小学生以上 22 10.3%

11 214 n=142

12 〔読み取れること、ポイント〕

13 ●

1 【問2】 お子さんに「読み聞かせ」をしていますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3 1. 読み聞かせに関心があり、している 21 14.8%

4 2. 時間のある時だけ、している 60 42.3%

5 3. 「読んで」とせがまれた時だけ、している 51 35.9%

6 4. 関心はあるが、していない 8 5.6%

7 5. 関心がない・していない 2 1.4%

8 142 n=142

9 〔読み取れること、ポイント〕

10 ●
11

12 ●
13

14 ●
15

16 補足

17

【問3】 ＜【問２】で、　１ ・ ２ ・ ３  と回答された方＞

お子さんに “どのくらいの頻度” で、「読み聞かせ」をしていますか。

〈回答数〉 〈割合〉

1. ほぼ毎日 22 16.7%

2. 週に2～３回程度 46 34.8%

3. 週に１回程度 31 23.5%

4. 月に1～2回程度 18 13.6%

5. たまに 15 11.4%

132 n=132

〔読み取れること、ポイント〕

●

●

1 【問4】 ＜【問２】で、　１ ・ ２ ・ ３  と回答された方＞

2 「読み聞かせ」に使う本は、 “どのように用意” していますか。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. 書店、インターネットなどで購入 97 73.5%

5 2. 知人や友人、親戚などからもらった本を利用 58 43.9%

6 3. ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸでもらった本を利用 76 57.6%

7 4. 市立図書館から借りる 35 26.5%

8 5. 保育所(園)、幼稚園などから借りる 82 62.1%

9 6. 地域文庫などから借りる 0 0%

10 7. その他 10 7.6%

11 358 n=132

12 〔読み取れること、ポイント〕

● 「書店、インターネットなどで購入」という借りずに買う選択が最も多い。（74%）
13 ●
14

15 ●
16

17 ●

●

≪対象年齢≫

≪読み聞かせに使う本の調達≫

「ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸでもらった本を利用（58%）」も多く、子ども読書の出会
いの場として、今後も継続していきたい。

「ほぼ毎日」「週に2～３回程度」「週に１回程度」を合わせると、75%が週1回
以上の読み聞かせをしている。

「週に2～3回程度（35%）」が最も多く、次に「週に1回程度（24%）」と続く。
「ほぼ毎日」が17%あり、熱心さがうかがえる。

「保育所（園）、幼稚園などから借りる（62%）」が多く、保育所等施設が取り組
む読書活動の熱心さと、それを有効に活用する保護者の姿がうかがえる。

「関心がありしている」「時間のある時だけしている」「読んでとせがまれた時だ
けしている」を合わせると、93%が読み聞かせをしている。
「時間のある時だけしている（42%）」が最も多く、多忙な中にも時間を見つけて
読み聞かせを行っていることがうかがえる。
「せがまれた時だけしている（36%）」に対して、『読み聞かせを通したコミュニ
ケーション等の重要性』を今後も啓発していく必要がある。

≪別途分析≫「せがまれた時だけ」と回答した半数が、週1回以上の読み聞か
せをしていることがわかった。

年齢に偏りなく調査することができた。

≪読み聞かせの頻度≫

≪読み聞かせの実施状況≫

「市立図書館から借りる（27%）」は思いのほか少なく、乳幼児をもつ保護者が
図書館に行く時間・手間、また館内での過ごし方等を懸念し、来館を控えている
可能性がある。

「その他」では、「知育雑誌」「絵本の月刊誌」等があった。

73.5%

43.9%

57.6%

26.5%

62.1%

0%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

書店、インターネットなどで購入

知人や友人、親戚などからもらった

本を利用

ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸでもらった本

を利用

市立図書館から借りる

保育所(園)、幼稚園などから借りる

地域文庫などから借りる

その他

2.8%

10.7%

11.7%

14.5%

19.2%

18.2%

12.6%

10.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 小学生以上

14.8%

42.3%35.9%

5.6% 1.4%

読み聞かせに関心があ

り、している

時間のある時だけ、して

いる

「読んで」とせがまれた

時だけ、している

関心はあるが、していな

い

関心がない・していない

16.7%

34.8%23.5%

13.6%

11.4%

ほぼ毎日

週に2～３回程度

週に１回程度

月に1～2回程度

たまに

0%

7.6%

26.5%

43.9%

57.6%

62.1%

73.5%

0% 20% 40% 60% 80%

地域文庫などから借りる

その他

市立図書館から借りる

知人や友人、親戚などから

もらった本を利用

ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸで

もらった本を利用

保育所(園)、幼稚園などから借りる

書店、インターネットなどで購入

～回答上位から並び替え済～

42.3％

35.9％

5.6％
1.4％ 14.8％

読み聞かせに関心が

あり、 している

時間がある時だけ、

している

「読んで」とせがまれ

た時だけ、 している

関心はあるが、 して

いない

関心がない ・ してい

ない

34.8％
23.5％

13.6％

11.4％ 16.7％

ほぼ毎日

週に2～３回程度

週に１回程度

月に１～２回程度

たまに
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1 【問5】 ＜【問２】で、　１ ・ ２ ・ ３  と回答された方＞

2 「読み聞かせ」の本を選ぶ際、 “参考にしているもの” は何ですか。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. テレビ・インターネット 50 37.9%

5 2. 新聞・雑誌・本 15 11.4%

6 3. 書店 60 45.5%

7 4. 知人や友人、親戚などの紹介 30 22.7%

8 5. 保育所(園)、幼稚園などからの情報 51 38.6%

9 6. ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ配布時の「おすすめ本の冊子」 31 23.5%

10 7. 市立図書館や地域文庫などからの情報 12 9.1%

11 8. その他 32 24.2%

12 281 n=132

13 〔読み取れること、ポイント〕

14 ●
15

16 ●
17

●

1 【問6】 ＜【問２】で、　１ ・ ２ ・ ３  と回答された方＞

2 お子さんへの「読み聞かせ」を “始めた時期” は、いつ頃ですか。

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. 生まれる前から 1 0.8%

5 2. 生まれてから6か月頃 66 50.0%

6 3. 7か月頃～11か月頃 33 25.0%

7 4. 1歳頃 26 19.7%

8 5. 2歳頃 6 4.5%

9 6. 3歳頃 0 0%

10 7. 4歳頃 0 0%

11 8. その他 0 0%

12 132 n=132

13 〔読み取れること、ポイント〕

14 ●
15

16

17

1 【問7】 ＜【問２】で、 ４ ・ ５ と回答された方＞

2 「読み聞かせ」をしていない、できない “理由” があれば教えてください。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. 家に本がない 1 10.0%

5 2. 保育所(園)、幼稚園などで読んでもらっている 4 40.0%

6 3. 仕事や家事で忙しい 8 80.0%

7 4. どの本が良いかわからない 0 0.0%

8 5. まだ早いと思う 1 10.0%

9 6. 本を読む必要性を感じない 0 0.0%

10 7. お子さんが自分で読んでいる 3 30.0%

11 8. その他 2 20.0%

12 19 n=10

13 〔読み取れること、ポイント〕

14 ●
15 ●
16

17

●

1 【問8】 “お子さんのために” 、市立図書館にどれくらい行きますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3 1. だいたい週に4回以上 0 0%

4 2. 週に1～3回程度 1 0.7%

5 3. 月に1～3回程度 27 19.0%

6 4. 年に数回程度 29 20.4%

7 5. ほとんど、または、まったく行かない 85 59.9%

8 142 n=142

9 〔読み取れること、ポイント〕

10 ●
11

12 ●

13 ●
14

15

16 補足

17

「ほとんど、または、まったく行かない」が6割と、図書館に行かない割合の方が
行く人より多くなっているのが現状である。

更なる利用を促すため、「図書資料の充実」はもとより、「来館のきっかけとなるイ
ベント」の実施や「読書の素晴らしさや魅力」を発信し、「もっと本を読みたくなる
ような働きかけ」について、さらに検討を深めていく必要がある。

≪別途分析≫市立図書館に行く頻度が最も多いのは、3歳児（3割が「月に1～3
回程度」）となっていることがわかった。

一方で、「月に1～3回程度（19%）」「週に1～3回程度」の定期利用も見られ
る。

≪読み聞かせに使う本の情報収集≫

≪読み聞かせを始めた時期≫

「生まれてから6か月頃（50%）」「7か月頃～11か月頃（25%）」が多く、
「ブックスタート事業（対象/6か月児）」は、0歳児からの絵本の出会いの場とし
て有効であると考えられる。

「書店（46%）」「保育所（園）、幼稚園(39%)」「テレビ・インターネット
(38%)」が多く、保護者が様々な媒体から情報を得ていることがわかる。

これらに続く形となった「ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ、ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ配布時のおすすめ本の冊子
（24%）」については、内容充実を含め更なる働きかけが必要である。

「仕事や家事で忙しい（80%）」が最も多く、多忙な状況がうかがえる。

「保育所（園）、幼稚園などで読んでもらっている（40%、4・5・6歳児が主）」
では、集団読書とは異なる、『保護者が絵本を通じて乳幼児へ言葉かけをするこ
との重要性』を啓発していく必要がある。

≪読み聞かせをしていない理由≫

「お子さんが自分で読んでいる（30%、5・6歳児が主）」では、文字を追ってい
るだけで、内容をつかめていない可能性があることを懸念する。

≪市立図書館に行く頻度≫

「その他」では、「子どもが選んだもの」「親が好きだった本」が主であった。
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1 【問9】 ＜【問8】で、５ と回答された方＞

2 市立図書館を “利用しない理由”  があれば教えてください。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. 本は借りずに買う 38 44.7%

5 2. 借りたい本がない 2 2.4%

6 3. 利用の仕方がわからない 7 8.2%

7 4. 遠くて利用しづらい 6 7.1%

8 5. 「お子さんが騒ぐといけない」と思い気が引ける 40 47.1%

9 6. 「お子さんにはまだ早い」と感じている 7 8.2%

10 7. その他 38 44.7%

11 138 n=85

12 〔読み取れること、ポイント〕

13 ●
14

15 ●
16

17

● 「乳幼児連れの保護者が、気兼ねなく図書館を利用できるようにするためのしく
みづくり（時間帯設定や場所の確保等）」の検討が必要である。

「お子さんが騒ぐといけないと思い気が引ける（47%）」が最も多く、次いで「本
は借りずに買う（45%）」「その他（45%）」と続く。

≪市立図書館を利用しない理由≫

「その他」では、回答上位から、「図書館に行く時間がないから」「借りた本を汚
してしまいそうだから」「保育所等施設で借りているから」「コロナが気になるか
ら」「他人が触れたものなので衛生的に不安だから」等があった。
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～回答上位から並び替え済～
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1 【問9】 ＜【問8】で、５ と回答された方＞

2 市立図書館を “利用しない理由”  があれば教えてください。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉

4 1. 本は借りずに買う 38 44.7%

5 2. 借りたい本がない 2 2.4%

6 3. 利用の仕方がわからない 7 8.2%

7 4. 遠くて利用しづらい 6 7.1%

8 5. 「お子さんが騒ぐといけない」と思い気が引ける 40 47.1%

9 6. 「お子さんにはまだ早い」と感じている 7 8.2%

10 7. その他 38 44.7%

11 138 n=85

12 〔読み取れること、ポイント〕

13 ●
14

15 ●
16

17

● 「乳幼児連れの保護者が、気兼ねなく図書館を利用できるようにするためのしく
みづくり（時間帯設定や場所の確保等）」の検討が必要である。

「お子さんが騒ぐといけないと思い気が引ける（47%）」が最も多く、次いで「本
は借りずに買う（45%）」「その他（45%）」と続く。

≪市立図書館を利用しない理由≫

「その他」では、回答上位から、「図書館に行く時間がないから」「借りた本を汚
してしまいそうだから」「保育所等施設で借りているから」「コロナが気になるか
ら」「他人が触れたものなので衛生的に不安だから」等があった。
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～回答上位から並び替え済～
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■子ども読書活動等に関するアンケート調査結果〔概況〕　　【対象】 高校生

〈対象数〉209人　 〈回答数〉195人　 ※回収率 93.3%

※「複数回答とした設問（【問2・3・9】)」では、設問に対する回答者数を分母として選択肢毎の割合を算出した。 （回答比率の合計が100%を上回る場合あり）

≪読書に対する意識≫

1 【問1】 読書は好きですか。

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 好き 67 34.4% 2

4 2. どちらかといえば好き 82 42.0% 3

5 3. どちらかといえば好きではない 33 16.9% 4

6 4. 好きではない 13 6.7% 5

7 195 n=195 6

8 〔読み取れること、ポイント〕 7

9 ● 8

10 9

11 10

12

1 ≪比較≫前回調査(H28)との比較

2 H28 R3 1

3 1. 好き 35.2% 34.4% 2

4 2.
どちらかといえば
好き

39.4% 42.0% 3

5 3.
どちらかといえば
好きではない

18.7% 16.9% 4

6 4. 好きではない 6.7% 6.7% 5

7 n=193 n=195 6

8 〔読み取れること、ポイント〕 7

9 ● 8

10 9

※ここからは “紙の本（マンガや雑誌、新聞、教科書や参考書は除く）” による「読書」についてお聞きします。

≪本の選び方≫
1 【問2】 “どのような本” を読んでいますか。(複数回答)

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 書店で気になった本 102 52.3% 2

4 2. ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄで気になった本 76 39.0% 3

5 3. 新聞や雑誌で気になった本 8 4.1% 4

6 4. 市立図書館で気になった本 11 5.6% 5

7 5. 学校図書館で気になった本 25 12.8% 6

8 6. ﾍﾞｽﾄｾﾗｰや話題の本、ﾃﾚﾋﾞ・映画・ｱﾆﾒ・ﾏﾝｶﾞの原作・関連本 107 54.9% 7

9 7. 自分の好きな作家やｼﾞｬﾝﾙの本 83 42.6% 8

10 8. 家族や友達がすすめる本 48 24.6% 9

11 9. 学校の先生や学校図書館がすすめる本 14 7.2% 10

12 474 n=195 11

13 〔読み取れること、ポイント〕 12

14 ● 13

15 14

16 15

●

≪本を読む場所≫

1 【問3】 “どのような場所” で本を読みますか。(複数回答)

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 自宅や友達の家 168 86.2% 2

4 2. 市立図書館 8 4.1% 3

5 3. 学校図書館 23 11.8% 4

6 4. 教室(休みの時間、放課後 など) 82 42.1% 5

7 5. 通学時 11 5.6% 6

8 6. 飲食店(ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店、ｶﾌｪ、ﾚｽﾄﾗﾝ、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ など) 4 2.1% 7

9 7. 書店・古書店等で立ち読み 22 11.3% 8

10 318 n=195 9

11 〔読み取れること、ポイント〕 10

12 ● 11

13 12

≪学校図書館の利用状況≫

1 【問4】 “先月(令和3年10月)、1か月の間” に、“学校の図書館” に 何回 行きましたか。

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 0回 98 50.2% 2

4 2. 1～2回 65 33.3% 3

5 3. 3～6回 21 10.8% 4

6 4. 7～10回 4 2.1% 5

7 5. 11回以上 7 3.6% 6

8 195 n=195 7

9 〔読み取れること、ポイント〕 8

10 ● 9

11 10

12 11

12

1 ≪比較≫前回調査(H28)との比較 1

2 H28 R3 2

3 1. 0回 68.4% 50.3% 3

4 2. 1～2回 20.7% 33.3% 4

5 3. 3～6回 3.6% 10.8% 5

6 4. 7～10回 1.1% 2.0% 6

7 5. 11回以上 6.2% 3.6% 7

8 n=193 n=195 8

9 〔読み取れること、ポイント〕 9

10 ● 10

11 11

12

前回調査と比べ、「0回」が大幅に減少（１８ポイント）し、月に「1～2回（１３ポイント増）」
「３～６回（７ポイント増）」となったことから、学校図書館に定期的に通う生徒が増えてい
る。

「0回（学校図書館を利用していない）」が半数、次いで月に「1～2回（３３％）」「3～6
回（11%）」と続く。

読書が「好き」と回答した生徒は全体の34%で、「どちらかといえば好き（42%）」を合
わせると、76%が「好き」と回答。

読書が「好き」「どちらかといえば好き」と回答した割合（76%）は、前回調査（75%）と
ほぼ変わらない。

「ﾍﾞｽﾄｾﾗｰや話題の本、ﾃﾚﾋﾞ・映画・ｱﾆﾒ・ﾏﾝｶﾞの原作・関連本」「自分の好きな作家やｼﾞｬ
ﾝﾙの本」「ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄで気になった本」が多く、学校や図書館以外の場で情報収集し
ている様子がうかがえる。

また「書店で気になった本」も多く、実際に書店に足を運んでいる様子もうかがえる。

「自宅や友達の家」が86%と最も多く、次いで「教室」が42%となっており、「図書館」等
で読む割合より多くなっている。
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どちらかといえば

好きではない

好きではない

H28 R3

4.1%

5.6%

7.2%

12.8%

24.6%

39.0%

42.6%

52.3%

54.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

新聞や雑誌で気になった本

市立図書館で気になった本

学校の先生や学校図書館がすすめる本

学校図書館で気になった本

家族や友達がすすめる本

ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄで気になった本

自分の好きな作家やｼﾞｬﾝﾙの本

書店で気になった本

ﾍﾞｽﾄｾﾗｰや話題の本、ﾃﾚﾋﾞ・映画・ｱﾆﾒ・ﾏﾝｶﾞの原作・関連本

～回答上位順に並び替え～

2.1%

4.1%

5.6%

11.3%

11.8%

42.1%

86.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

飲食店(ﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞ店、ｶﾌｪ、ﾚｽﾄﾗﾝ、ﾌｰﾄﾞｺｰﾄ など)

市立図書館

通学時

書店・古書店等で立ち読み

学校図書館

教室(休みの時間、放課後 など)

自宅や友達の家

～回答上位順に並び替え～
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≪読書冊数≫

1 【問5】 先月、1か月の間に、本を “何冊” 読みましたか。

2 ※同じ本を2回読んだ場合は、2冊と数えてください

3 〈回答数〉 〈割合〉 1

4 1. 0冊 29 14.9% 2

5 2. 1冊 108 55.4% 3

6 3. 2～3冊 40 20.5% 4

7 4. 4～6冊 11 5.6% 5

8 5 7～9冊 3 1.5% 6

9 6. 10～20冊 4 2.1% 7

10 7. 21冊以上 0 0% 8

11 195 n=195 9

12 〔読み取れること、ポイント〕 10

13 ● 11

14 12

15 補足 13

1 ≪比較≫前回調査(H28)との比較

2 H28 R3 1

3 1. 0冊 9.8% 14.9% 2

4 2. 1冊 50.2% 55.4% 3

5 3. 2～3冊 24.9% 20.5% 4

6 4. 4～6冊 8.8% 5.6% 5

7 5 7～9冊 1.6% 1.5% 6

8 6. 10～20冊 1.6% 2.1% 7

9 7. 21冊以上 3.1% 0.0% 8

10 n=193 n=195 9

11 〔読み取れること、ポイント〕 10

12 ● 11

13 12

14 13

≪幼少期からの読書量の変化≫

1 【問6】 これまでを振り返って、「小学校に入学する前」 「小学1～3年生」 「小学4～6年生」 

2 「中学生」それぞれ時期に、“どれくらいの本” を読みましたか。

3 〈回答数〉 〈割合〉

4
1．よく
　 読んだ

2．わりと
   読んだ

3．あまり
 読まなかった

4．ほとんど
  読まなかった

1．よく
　　読んだ

2．わりと
　　読んだ

3．あまり
　読まなかった

4．ほとんど
　読まなかった

5 ① 小学校に入学する前 33 53 56 53 195 16.9% 27.2% 28.7% 27.2%

6 ② 小学1～3年生 49 59 48 39 195 25.1% 30.3% 24.6% 20.0%

7 ③ 小学4～6年生 51 67 48 29 195 26.1% 34.4% 24.6% 14.9%

8 ④ 中学生 39 54 67 35 195 20.0% 27.7% 34.4% 17.9%

10 n=195

11 〔読み取れること、ポイント〕 1

12 2

13 ● 3

14 4

15 ● 5

16 6

17 ● 7

18 8

19 9

20 10

21 11

22 12

23 13

1 【問7】 「中学生の時」 と比べて、高校生になって “本を読む時間や本の量” は変わりましたか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3 　1．増えた 　2．減った 3．変わらない 　1．増えた 　2．減った 3．変わらない

4 ① 1日当たりで本を読む時間 28 101 66 195 14.4% 51.8% 33.8%

5 ② 1か月に読む本の量 36 97 62 195 18.5% 49.7% 31.8%

6 n=195

7 〔読み取れること、ポイント〕 1

8 2

9 ● 3

10 4

11 ● 5

12 補足 6

13 7

14 8

15 9

【問8】 先月、1か月の間に、「平日(学校の授業時間以外)」、“1日当たりどれくらいの時間” 本を読みましたか。

〈回答数〉 〈割合〉 1

1. 2時間以上 2 1.0% 2

2. 1～2時間 15 7.7% 3

3. 30分～1時間 25 12.8% 4

4. 10～30分 64 32.8% 5

5. 10分未満 37 19.0% 6

6. まったく読まなかった 52 26.7% 7

195 n=195 8

〔読み取れること、ポイント〕 9

● 10

11

補足 12

≪別途分析≫「増えた」と回答した生徒のほとんどは、「自宅や友人の家」「教室」で読書
をし、この内68%は、これとは別に「電子書籍も読んでいる」ことがわかった。

≪読書時間≫

読書時間は「10～30分」が33%と最も多く、次いで「10分未満」「30分～1時間」「1
～2時間」と続いている。　「まったく読まなかった」は、27%となっている。

≪別途分析≫　「短時間(30分未満)の読書をしている生徒」が本を読む場所は、「自宅・
友達の家が8割強」「教室が4割強」となっており、〈勉強や部活動等で多忙な中、まとまっ
た時間は取れなくても〉空き時間を見つけて読書に勤しむ様子がうかがえる。

一方で、「増えた」と回答した生徒が2割近くいることがわかる。

8割を超える生徒が本を読み、この内『1冊』が56%と最も多く、次いで「2～3冊
（21%）」「4～6冊（6%）」と続いている。　「0冊（読まなかった）」は15%となっている。

≪別途分析≫　【問1】で「読書が好きではない、どちらかといえば好きではない」と回答
した生徒の67%が「1冊以上」の本を読んでいることがわかった。

前回調査と比べ、「0冊（読まなかった）」が増加（５ポイント）。
「1冊」が増加（５ポイント）した一方で、「2～3冊」「4～6冊」「21冊以上」はそれぞれ減
少している。

～「高校生自身の主観、振り返りに基づく回答」であることに留意～

「よく読んだ」「わりと読んだ」が最も多いのは、「小学4～6年生の時」（61%）となってい
る。

「よく読んだ」「わりと読んだ」を合せた読書量は、小学校高学年まで増加するが、中学生
になると減少してしまうことがわかる。

中学生になると、部活動や家庭学習（塾を含む）等の時間が増加し、読書時間の確保が
難しい状況にあるものと推測される。

≪高校生になってからの読書量の変化≫

～「高校生自身の主観、振り返りに基づく回答」であることに留意～

中学生の時と比べて高校生になってからの読書量は、「読む時間」「本の量」ともに「減っ
た」との回答がほぼ半数となっている。

1.0%

7.7%

12.8%

32.8%

19.0%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40%

2時間以上

1～2時間

30分～1時間

10～30分

10分未満

まったく読まなかった

16.9%

25.1%

26.1%

20.0%

27.2%

30.3%

34.4%

27.7%

28.7%

24.6%

24.6%

34.4%

27.2%

20.0%

14.9%

17.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校に入学する前

小学1～3年生

小学4～6年生

中学生

1．よく

読んだ

2．わりと

読んだ

3．あまり

読まなかった

4．ほとんど

読まなかった

14.4%

18.5%

51.8%

49.7%

33.8%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日当たりで本を読む時間

1か月に読む本の量

1．増えた 2．減った 3．変わらない

14.9%

55.4%

20.5%

5.6%

1.5%
2.1%0%

0冊

1冊

2～3冊

4～6冊

7～9冊

10～20冊

21冊以上

9.8%

50.2%

24.9%

8.8%

1.6% 1.6%
3.1%

14.9%

55.4%

20.5%

5.6%
1.5% 2.1% 0.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0冊 1冊 2～3冊 4～6冊 7～9冊 10～20冊 21冊以上

H28 R3

0回

１～２回

３～６回

７～10回

11回以上

3.6％
2.1％

10.8％

33.3％

50.2％

好き

どちらかといえば好き

どちかといえば好きではない

好きではない

34.4％

42.0％

16.9％

6.7％
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≪読書冊数≫

1 【問5】 先月、1か月の間に、本を “何冊” 読みましたか。

2 ※同じ本を2回読んだ場合は、2冊と数えてください

3 〈回答数〉 〈割合〉 1

4 1. 0冊 29 14.9% 2

5 2. 1冊 108 55.4% 3

6 3. 2～3冊 40 20.5% 4

7 4. 4～6冊 11 5.6% 5

8 5 7～9冊 3 1.5% 6

9 6. 10～20冊 4 2.1% 7

10 7. 21冊以上 0 0% 8

11 195 n=195 9

12 〔読み取れること、ポイント〕 10

13 ● 11

14 12

15 補足 13

1 ≪比較≫前回調査(H28)との比較

2 H28 R3 1

3 1. 0冊 9.8% 14.9% 2

4 2. 1冊 50.2% 55.4% 3

5 3. 2～3冊 24.9% 20.5% 4

6 4. 4～6冊 8.8% 5.6% 5

7 5 7～9冊 1.6% 1.5% 6

8 6. 10～20冊 1.6% 2.1% 7

9 7. 21冊以上 3.1% 0.0% 8

10 n=193 n=195 9

11 〔読み取れること、ポイント〕 10

12 ● 11

13 12

14 13

≪幼少期からの読書量の変化≫

1 【問6】 これまでを振り返って、「小学校に入学する前」 「小学1～3年生」 「小学4～6年生」 

2 「中学生」それぞれ時期に、“どれくらいの本” を読みましたか。

3 〈回答数〉 〈割合〉

4
1．よく
　 読んだ

2．わりと
   読んだ

3．あまり
 読まなかった

4．ほとんど
  読まなかった

1．よく
　　読んだ

2．わりと
　　読んだ

3．あまり
　読まなかった

4．ほとんど
　読まなかった

5 ① 小学校に入学する前 33 53 56 53 195 16.9% 27.2% 28.7% 27.2%

6 ② 小学1～3年生 49 59 48 39 195 25.1% 30.3% 24.6% 20.0%

7 ③ 小学4～6年生 51 67 48 29 195 26.1% 34.4% 24.6% 14.9%

8 ④ 中学生 39 54 67 35 195 20.0% 27.7% 34.4% 17.9%

10 n=195

11 〔読み取れること、ポイント〕 1

12 2

13 ● 3

14 4

15 ● 5

16 6

17 ● 7

18 8

19 9

20 10

21 11

22 12

23 13

1 【問7】 「中学生の時」 と比べて、高校生になって “本を読む時間や本の量” は変わりましたか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3 　1．増えた 　2．減った 3．変わらない 　1．増えた 　2．減った 3．変わらない

4 ① 1日当たりで本を読む時間 28 101 66 195 14.4% 51.8% 33.8%

5 ② 1か月に読む本の量 36 97 62 195 18.5% 49.7% 31.8%

6 n=195

7 〔読み取れること、ポイント〕 1

8 2

9 ● 3

10 4

11 ● 5

12 補足 6

13 7

14 8

15 9

【問8】 先月、1か月の間に、「平日(学校の授業時間以外)」、“1日当たりどれくらいの時間” 本を読みましたか。

〈回答数〉 〈割合〉 1

1. 2時間以上 2 1.0% 2

2. 1～2時間 15 7.7% 3

3. 30分～1時間 25 12.8% 4

4. 10～30分 64 32.8% 5

5. 10分未満 37 19.0% 6

6. まったく読まなかった 52 26.7% 7

195 n=195 8

〔読み取れること、ポイント〕 9

● 10

11

補足 12

≪別途分析≫「増えた」と回答した生徒のほとんどは、「自宅や友人の家」「教室」で読書
をし、この内68%は、これとは別に「電子書籍も読んでいる」ことがわかった。

≪読書時間≫

読書時間は「10～30分」が33%と最も多く、次いで「10分未満」「30分～1時間」「1
～2時間」と続いている。　「まったく読まなかった」は、27%となっている。

≪別途分析≫　「短時間(30分未満)の読書をしている生徒」が本を読む場所は、「自宅・
友達の家が8割強」「教室が4割強」となっており、〈勉強や部活動等で多忙な中、まとまっ
た時間は取れなくても〉空き時間を見つけて読書に勤しむ様子がうかがえる。

一方で、「増えた」と回答した生徒が2割近くいることがわかる。

8割を超える生徒が本を読み、この内『1冊』が56%と最も多く、次いで「2～3冊
（21%）」「4～6冊（6%）」と続いている。　「0冊（読まなかった）」は15%となっている。

≪別途分析≫　【問1】で「読書が好きではない、どちらかといえば好きではない」と回答
した生徒の67%が「1冊以上」の本を読んでいることがわかった。

前回調査と比べ、「0冊（読まなかった）」が増加（５ポイント）。
「1冊」が増加（５ポイント）した一方で、「2～3冊」「4～6冊」「21冊以上」はそれぞれ減
少している。

～「高校生自身の主観、振り返りに基づく回答」であることに留意～

「よく読んだ」「わりと読んだ」が最も多いのは、「小学4～6年生の時」（61%）となってい
る。

「よく読んだ」「わりと読んだ」を合せた読書量は、小学校高学年まで増加するが、中学生
になると減少してしまうことがわかる。

中学生になると、部活動や家庭学習（塾を含む）等の時間が増加し、読書時間の確保が
難しい状況にあるものと推測される。

≪高校生になってからの読書量の変化≫

～「高校生自身の主観、振り返りに基づく回答」であることに留意～

中学生の時と比べて高校生になってからの読書量は、「読む時間」「本の量」ともに「減っ
た」との回答がほぼ半数となっている。

1.0%
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32.8%

19.0%

26.7%
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16.9%

25.1%

26.1%

20.0%
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30.3%

34.4%
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24.6%
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27.2%

20.0%

14.9%

17.9%
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小学校に入学する前
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小学4～6年生

中学生

1．よく

読んだ

2．わりと

読んだ

3．あまり

読まなかった

4．ほとんど

読まなかった

14.4%

18.5%

51.8%

49.7%

33.8%

31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1日当たりで本を読む時間

1か月に読む本の量

1．増えた 2．減った 3．変わらない

14.9%

55.4%

20.5%

5.6%

1.5%
2.1%0%

0冊
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≪本を読まなかった理由≫

1 【問9】  ＜【問8】で「6．まったく読まなかった」」 と回答した方のみ＞

2 “本を読まなかった理由” があれば教えてください。(複数回答)

3 〈回答数〉 〈割合〉 1

4 1. 勉強で時間がなかったから 10 19.2% 2

5 2. 部活動や生徒会、習い事などで時間がなかったから 16 30.8% 4

6 3.
友達との遊びや付き合い、電話・ﾒｰﾙ・SNSなどを
していて時間がなかったから

12 23.1% 6

7 4. ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄを見ていて時間がなかったから 9 17.3% 8

8 5. ｹﾞｰﾑをしていて時間がなかったから 7 13.5% 10

9 6. ﾏﾝｶﾞ・雑誌を読んでいて時間がなかったから 11 21.2% 12

10 7.
紙の本でなく、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾊﾟｿｺﾝなどで
本を読んでいたから

10 19.2% 14

11 8.
読みたいと思う本がない、または、
どの本が面白いのかわからないから

14 26.9% 16

12 9. 文字を読むのが苦手だから 7 13.5% 18

13 10. 普段から本を読まないから 31 59.6% 20

14 127 n=52 22

15 〔読み取れること、ポイント〕 23

16 ●
17

18 ●
19

20

※次に “電子書籍（マンガや雑誌、新聞、参考書等を含む）” による「読書」についてお聞きします。

≪電子書籍の利用状況(読んだ点数)≫

1 【問10】 先月、1か月の間に、「電子書籍」を “何点” 読みましたか。

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 0点 78 40.0% 2

4 2. 1点 21 10.8% 3

5 3. 2～3点 44 22.6% 4

6 4. 4～6点 20 10.2% 5

7 5. 7～9点 11 5.6% 6

8 6. 10～20点 13 6.7% 7

9 7. 21点以上 8 4.1% 8

10 195 n=195 9

11 〔読み取れること、ポイント〕 10

11

12 ● 12

13

補足

補足

≪電子書籍の利用状況(読書時間)≫

1 【問11】 先月、1か月の間に、「電子書籍」 を1日当たり、“どれくらいの時間” 読みましたか。

2 〈回答数〉 〈割合〉 1

3 1. 2時間以上 9 4.6% 2

4 2. 1～2時間 17 8.7% 3

5 3. 30分～1時間 36 18.5% 4

6 4. 10～30分 37 19.0% 5

7 5. 10分未満 20 10.2% 6

8 6. まったく読まなかった 76 39.0% 7

9 195 n=195 8

10 〔読み取れること、ポイント〕 9

10

11 ● 11

12 12

13 補足

14

≪古賀市の電子図書館の利用状況等≫

1 【問12】 古賀市立図書館の 「電子図書館は、令和3年3月からサービスを開始しています」 が、

2 　“利用したことがありますか” また “今後利用したい” と思いますか。

3 〈回答数〉 〈割合〉 1

4 1. 利用したことがある 9 4.6% 2

5 2.
利用したことはないが、
今後「機会があれば利用したい」と思う

108 55.4% 4

6 3.
利用したことはないし、
今後も「利用することはない」と思う

78 40.0% 6

7 195 n=195 8

8 〔読み取れること、ポイント〕 9

9 ● 10

10 ● 11

11 12

「利用したことはないが、今後機会があれば利用したいと思う」と回答した生徒が56%あ
り、今後利用拡大に向けた周知など働きかけが必要と考えられる。

「利用したことがある」は5%で、広く浸透していない状況がうかがえる。

本を読まなかった理由で最も多いのは、「普段から本を読まないから（60%）」であり、本
を読む習慣が身についていない生徒が多い。

「読みたいと思う本がない、どの本が面白いのかわからないから（27％）」また「ﾏﾝｶﾞ・雑
誌を読んでいたから（21％）」との回答が多く、興味関心に合う本が身近にないことを理
由に、本を読まない生徒が多い。

「0点（読まなかった）」が40%となっている一方で、「読んだ」は6割となっており、電子
書籍はある程度浸透していることがわかる。

≪別途分析≫　「10点以上」と回答した生徒が電子書籍を読んだ場所は、「自宅や友達
の家（81%）」「教室（57%）」「書店・古本屋等（33％）」であることがわかった。

≪【問5】紙の本との比較≫　「紙の本」を読まず「電子書籍」だけ読んだ生徒は45%となっ
ている。

「まったく読まなかった」が39%と最も多く、次いで「10～30分」「30分～1時間」（共に
19%）と続く。　「2時間以上」は5%となっている。

≪【問8】紙の本との比較≫　「30分以上の読書内容」としては、「電子書籍（32%）」の方が
「紙の本（22%）」より多くなっている。～マンガや雑誌が対象に含まれていることに留意～

～マンガや雑誌が対象に含まれていることに留意～

～マンガや雑誌が対象に含まれていることに留意～

19.2%

23.1%

17.3%

13.5%

21.2%

19.2%

26.9%

13.5%

0% 10% 20% 30%

勉強で時間がなかったから

部活動や生徒会、習い事などで時間がなかったから

友達との遊びや付き合い、電話・ﾒｰﾙ・SNSなどを…

ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄを見ていて時間がなかったから

ｹﾞｰﾑをしていて時間がなかったから

ﾏﾝｶﾞ・雑誌を読んでいて時間がなかったから

紙の本でなく、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾊﾟｿｺﾝなどで…

読みたいと思う本がない、または、…

文字を読むのが苦手だから

普段から本を読まないから

40.0%
10.8%

22.6%

10.2%

5.6%

6.7%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

0点

1点

2～3点

4～6点

7～9点

10～20点

21点以上

4.6%

8.7%

18.5%

19.0%

10.2%

39.0%

0% 10% 20% 30% 40%

2時間以上

1～2時間

30分～1時間

10～30分

10分未満

まったく読まなかった

4.6%

55.4%

40.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

利用したことがある

利用したことはないが、

今後「機会があれば利用したい」と思う

利用したことはないし、

今後も「利用することはない」と思う

13.5%

13.5%

17.3%

19.2%

19.2%

21.2%

23.1%

26.9%

30.8%
59.6%

0% 20% 40% 60%

ｹﾞｰﾑをしていて時間がなかったから

文字を読むのが苦手だから

ﾃﾚﾋﾞやｲﾝﾀｰﾈｯﾄを見ていて時間がなかったから

勉強で時間がなかったから

紙の本でなく、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾊﾟｿｺﾝなどで

本を読んでいたから

ﾏﾝｶﾞ・雑誌を読んでいて時間がなかったから

友達との遊びや付き合い、電話・ﾒｰﾙ・SNSなどを

していて時間がなかったから

読みたいと思う本がない、または、

どの本が面白いのかわからないから

部活動や生徒会、習い事などで時間がなかったから

普段から本を読まないから

～回答上位順に並び替え～
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※次に “高校生の読書量を増やしていくためのアイデア” についてお聞きします。

≪学校図書館をもっと利用したくなるために必要なこと≫

1 【問13】 どのようにすれば、あなたは “もっと学校図書館を利用したくなる” と思いますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3
1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

4 ① 「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる 73 90 25 6 194 37.6% 46.4% 12.9% 3.1%

5 ② 「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする 109 77 5 3 194 56.2% 39.7% 2.6% 1.5%

6 ③ 「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する 23 94 65 12 194 11.8% 48.5% 33.5% 6.2%

7 ④ 「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する 29 83 66 16 194 15.0% 42.8% 34.0% 8.2%

8 ⑤ 読書の大切さを広める 37 90 51 16 194 19.1% 46.4% 26.3% 8.2%

9 ⑥ “開放的な雰囲気づくり”のため「図書館の模様替え」をする 62 93 31 8 194 32.0% 47.9% 16.0% 4.1%

10 ⑦ 教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする 59 90 39 6 194 30.4% 46.4% 20.1% 3.1%

11 ⑧ 学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす 80 80 30 4 194 41.2% 41.2% 15.5% 2.1%

12 n=194

13 〔読み取れること、ポイント〕 1

14 ● 2

15 3

16 4

17 5

18 6

19 ● 7

20 8

21 9

22 10

23 11

24 12

25 13

26 14

27 15

28 16

29 17

18

≪市立図書館をもっと利用したくなるために必要なこと≫

1 【問14】 どのようにすれば、あなたは　“もっと市立図書館を利用したくなる” と思いますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3
1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

4 ① 「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする 49 100 33 12 194 25.3% 51.5% 17.0% 6.2%

5 ② 「高校生が好む本」などをもっと置くようにする 119 66 5 4 194 61.3% 34.0% 2.6% 2.1%

6 ③ 「高校生向けの電子書籍」を増やす 71 95 22 6 194 36.6% 49.0% 11.3% 3.1%

7 ④ 「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする 67 102 20 5 194 34.5% 52.6% 10.3% 2.6%

8 ⑤
高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、
本を手に取りやすくする

62 101 25 6 194 32.0% 52.0% 12.9% 3.1%

9 ⑥ ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする 35 101 50 8 194 18.0% 52.1% 25.8% 4.1%

10 ⑦ 「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする 33 89 58 14 194 17.0% 45.9% 29.9% 7.2%

11 ⑧ 「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する 21 89 67 17 194 10.8% 45.9% 34.5% 8.8%

12 ⑨
“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど
「模様替え」をする

74 92 24 4 194 38.1% 47.4% 12.4% 2.1%

13 ⑩ 「飲み物など」を持ち込めるようにする 71 87 25 11 194 36.6% 44.8% 12.9% 5.7%

14 n=194

15 〔読み取れること、ポイント〕 1

16 ● 2

17 3

18 4

19 5

20 6

21 7

22 ● 8

23 9

24 10

25 11

26 12

27 13

28 14

29 15

30 16

31 17

32 18

33 19

「ﾘｸｴｽﾄがあった本（96%）」や「冊数や種類の増
（84%）」といった『図書資料の充実』が最も多く、次いで
「図書館以外でゆっくりと本が読める場所の整備（82%）」
や「図書館の開放的な雰囲気づくり（80%）」、「教室内文
庫の整備（77%）」の順となっている。

高校生が好む本などを手に取りやすく、また読みやすい場
所等の環境を整えることが求められている。

「気軽に出入りできて、くつろげるような環境の整備
（86%）」も求められている。

「高校生が好む本（95%）」や「高校生向けの電子書籍
（86%）」といった『図書資料の充実』に加え、「高校生向
けの本があることのお知らせ（87%）」「特集ｺｰﾅｰやおすす
めの本の紹介（84%）」といった『読書へ興味を引き出すよ
うな情報の提供など効果的な働きかけ』が求められてい
る。

37.6%

56.2%

11.8%

15.0%

19.1%

32.0%

30.4%

41.2%

46.4%

39.7%

48.5%

42.8%

46.4%

47.9%

46.4%

41.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる

「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする

「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する

「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する

読書の大切さを広める

“開放的な雰囲気づくり”のため「図書館の模様替え」をする

教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする

学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

25.3%

61.3%

36.6%

34.5%

32.0%

18.0%

17.0%

10.8%

38.1%

36.6%

51.5%

34.0%

49.0%

52.6%

52.0%

52.1%

45.9%

45.9%

47.4%

44.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする

「高校生が好む本」などをもっと置くようにする

「高校生向けの電子書籍」を増やす

「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする

高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、…

ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする

「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする

「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する

“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど…

「飲み物など」を持ち込めるようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

15.0%

11.8%

19.1%

30.4%

32.0%

41.2%

37.6%

56.2%

42.8%

48.5%

46.4%

46.4%

47.9%

41.2%

46.4%

39.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する

「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する

読書の大切さを広める

教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする

“開放的な雰囲気づくり”のために「模様替え」をする

学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす

「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる

「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

～回答上位順に並び替え～

10.8%

17.0%

18.0%

25.3%

36.6%

32.0%

38.1%

36.6%

34.5%

61.3%

45.9%

45.9%

52.1%

51.5%

44.8%

52.0%

47.4%

49.0%

52.6%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する

「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする

ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする

「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする

「飲み物など」を持ち込めるようにする

高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、

本を手に取りやすくする

“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど

「模様替え」をする

「高校生向けの電子書籍」を増やす

「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする

「高校生が好む本」などをもっと置くようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

～回答上位順に並び替え～

37



 

38 
 

 

  

※次に “高校生の読書量を増やしていくためのアイデア” についてお聞きします。

≪学校図書館をもっと利用したくなるために必要なこと≫

1 【問13】 どのようにすれば、あなたは “もっと学校図書館を利用したくなる” と思いますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3
1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

4 ① 「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる 73 90 25 6 194 37.6% 46.4% 12.9% 3.1%

5 ② 「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする 109 77 5 3 194 56.2% 39.7% 2.6% 1.5%

6 ③ 「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する 23 94 65 12 194 11.8% 48.5% 33.5% 6.2%

7 ④ 「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する 29 83 66 16 194 15.0% 42.8% 34.0% 8.2%

8 ⑤ 読書の大切さを広める 37 90 51 16 194 19.1% 46.4% 26.3% 8.2%

9 ⑥ “開放的な雰囲気づくり”のため「図書館の模様替え」をする 62 93 31 8 194 32.0% 47.9% 16.0% 4.1%

10 ⑦ 教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする 59 90 39 6 194 30.4% 46.4% 20.1% 3.1%

11 ⑧ 学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす 80 80 30 4 194 41.2% 41.2% 15.5% 2.1%

12 n=194

13 〔読み取れること、ポイント〕 1

14 ● 2

15 3

16 4

17 5

18 6

19 ● 7

20 8

21 9

22 10

23 11

24 12

25 13

26 14

27 15

28 16

29 17

18

≪市立図書館をもっと利用したくなるために必要なこと≫

1 【問14】 どのようにすれば、あなたは　“もっと市立図書館を利用したくなる” と思いますか。

2 〈回答数〉 〈割合〉

3
1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

1．とても
　そう思う

2．まあ
　そう思う

3．あまり
　そう思わない

4．そう
　思わない

4 ① 「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする 49 100 33 12 194 25.3% 51.5% 17.0% 6.2%

5 ② 「高校生が好む本」などをもっと置くようにする 119 66 5 4 194 61.3% 34.0% 2.6% 2.1%

6 ③ 「高校生向けの電子書籍」を増やす 71 95 22 6 194 36.6% 49.0% 11.3% 3.1%

7 ④ 「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする 67 102 20 5 194 34.5% 52.6% 10.3% 2.6%

8 ⑤
高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、
本を手に取りやすくする

62 101 25 6 194 32.0% 52.0% 12.9% 3.1%

9 ⑥ ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする 35 101 50 8 194 18.0% 52.1% 25.8% 4.1%

10 ⑦ 「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする 33 89 58 14 194 17.0% 45.9% 29.9% 7.2%

11 ⑧ 「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する 21 89 67 17 194 10.8% 45.9% 34.5% 8.8%

12 ⑨
“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど
「模様替え」をする

74 92 24 4 194 38.1% 47.4% 12.4% 2.1%

13 ⑩ 「飲み物など」を持ち込めるようにする 71 87 25 11 194 36.6% 44.8% 12.9% 5.7%

14 n=194

15 〔読み取れること、ポイント〕 1

16 ● 2

17 3

18 4

19 5

20 6

21 7

22 ● 8

23 9

24 10

25 11

26 12

27 13

28 14

29 15

30 16

31 17

32 18

33 19

「ﾘｸｴｽﾄがあった本（96%）」や「冊数や種類の増
（84%）」といった『図書資料の充実』が最も多く、次いで
「図書館以外でゆっくりと本が読める場所の整備（82%）」
や「図書館の開放的な雰囲気づくり（80%）」、「教室内文
庫の整備（77%）」の順となっている。

高校生が好む本などを手に取りやすく、また読みやすい場
所等の環境を整えることが求められている。

「気軽に出入りできて、くつろげるような環境の整備
（86%）」も求められている。

「高校生が好む本（95%）」や「高校生向けの電子書籍
（86%）」といった『図書資料の充実』に加え、「高校生向
けの本があることのお知らせ（87%）」「特集ｺｰﾅｰやおすす
めの本の紹介（84%）」といった『読書へ興味を引き出すよ
うな情報の提供など効果的な働きかけ』が求められてい
る。

37.6%

56.2%

11.8%

15.0%

19.1%

32.0%

30.4%

41.2%

46.4%

39.7%

48.5%

42.8%

46.4%

47.9%

46.4%

41.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる

「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする

「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する

「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する

読書の大切さを広める

“開放的な雰囲気づくり”のため「図書館の模様替え」をする

教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする

学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

25.3%

61.3%

36.6%

34.5%

32.0%

18.0%

17.0%

10.8%

38.1%

36.6%

51.5%

34.0%

49.0%

52.6%

52.0%

52.1%

45.9%

45.9%

47.4%

44.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする

「高校生が好む本」などをもっと置くようにする

「高校生向けの電子書籍」を増やす

「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする

高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、…

ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする

「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする

「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する

“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど…

「飲み物など」を持ち込めるようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

15.0%

11.8%

19.1%

30.4%

32.0%

41.2%

37.6%

56.2%

42.8%

48.5%

46.4%

46.4%

47.9%

41.2%

46.4%

39.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を実施する

「先生の推薦本」など、おすすめの本をもっと紹介する

読書の大切さを広める

教室に「(学級文庫のような)自由に読める本」を置くようにする

“開放的な雰囲気づくり”のために「模様替え」をする

学校図書館の他、校内に「ゆっくりと本が読める場所」を増やす

「本の冊数や種類を増やす」など、学校図書を充実させる

「ﾘｸｴｽﾄがあった本」をもっと置くようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

～回答上位順に並び替え～

10.8%

17.0%

18.0%

25.3%

36.6%

32.0%

38.1%

36.6%

34.5%

61.3%

45.9%

45.9%

52.1%

51.5%

44.8%

52.0%

47.4%

49.0%

52.6%

34.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「高校生を対象とした読書ｲﾍﾞﾝﾄ」を開催する

「図書館の資料の探し方」をもっとお知らせする

ﾚﾌｧﾚﾝｽができることをもっとお知らせする

「新刊書」「専門書」などをもっと置くようにする

「飲み物など」を持ち込めるようにする

高校生向けの「特集ｺｰﾅｰ」「おすすめの本」紹介により、

本を手に取りやすくする

“気軽に入れるような雰囲気” “くつろぎｽﾍﾟｰｽ” づくりなど

「模様替え」をする

「高校生向けの電子書籍」を増やす

「高校生向けの本」があることをもっとお知らせする

「高校生が好む本」などをもっと置くようにする

1．とても

そう思う

2．まあ

そう思う

～回答上位順に並び替え～
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≪参考資料≫④　読書ボランティア団体一覧

　
団体名 活動場所 主な活動内容

子
ど
も
の
読
書
研
究
団
体

こが語りの会

市内小・中学校

市立図書館

古賀特別支援学校

・小・中学校でのおはなし会

・中学校での朝の読み聞かせ

・「どようおはなし会」

・特別支援学校でのおはなし会

古賀子どもの本の交流会  

・小・中学校でのおはなし会

・「どようおはなし会」

・保育所（園）・公民館でのおはなし会

・読書講演会

・アンビシャス運動支援助成事業

・子どもわくわくフェスタ

・科学実験教室

・子育てサロン

・子どもゆめ基金助成事業　ほか

地
域
文
庫

あすなろ文庫
花鶴丘3丁目区公民館

市立図書館

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

こじか文庫
鹿部区公民館

市立図書館

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

コスモス文庫
米多比児童館

市立図書館

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

しらさぎ文庫
都筵内会館

市立図書館

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

たけのこ文庫

公務員宿舎古賀住宅集会所

千鳥小学校

市立図書館

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

・アンビシャス広場としての活動

星の子文庫　

舞の里5区集会所

市立図書館、保育所（園）

病院、各種施設

・ 文庫活動（読み聞かせ、本の貸出し、

季節の行事）

・アンビシャス広場としての活動

・劇団活動（コロナ禍のため休止中）

図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

布の絵本ボランティア

つくしんぼ
市立図書館

・布の絵本制作

・エプロンシアター制作

・市立図書館内のタペストリー制作

・布絵本講座講師

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

おはなし会ボランティア

こがめ
市立図書館 ・「どようおはなし会」

おはなし会ボランティア

咲の会
市立図書館 ・「どようおはなし会」

赤ちゃんおはなし会

ピヨピヨ
市立図書館 ・「赤ちゃんおはなし会」

小さい子のおはなし会

わにわに
市立図書館 ・「小さい子のおはなし会」
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団体名 活動場所 主な活動内容

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

古賀東小学校

ぐりとぐらの会
古賀東小学校

・朝の読み聞かせ

・授業中、昼休みのおはなし会

・学校のフェスタでの出し物

花見小学校ボランティア

まつぼっくり
花見小学校 ・朝の読み聞かせ

青柳小学校

おはなしの木
青柳小学校 ・朝の読み聞かせ

小さな野原の会 小野小学校 ・朝の読み聞かせ

舞小ぐるんぱ

読み聞かせの会
舞の里小学校 ・朝の読み聞かせ

花鶴小学校ボランティア

こんぺいとう
花鶴小学校

・朝の読み聞かせ

・昼休みのおはなし会

古賀西小学校

おひさま
古賀西小学校 ・朝の読み聞かせ

北中見つめるタイム

読み聞かせの会
古賀北中学校 ・朝の読み聞かせ

花鶴丘幼稚園

にじのおと
花鶴丘幼稚園 ・幼稚園での読み聞かせ

朱鷺 ( とき ) の会
障害者支援施設

「なのみの里」
・大型絵本や紙芝居の読み聞かせ

古賀市紙芝居サークル

カチカチ会

市内福祉施設

各学童保育所、各公民館
・紙芝居作成及び上演活動

地
域
の
活
動
団
体

久保西区サロン活動 久保西区公民館 ・本棚設置による読書の環境づくり

花見東1区福祉会

「おひざ DE だっこ」
花見東1区公民館 ・０～２歳と保護者へのおはなし会

花見東2区子育てサロン

「おんぶらーじゅ」
花見東2区公民館

・未就園児と保護者対象の子育てサロン

・高齢者との世代間交流

・読書ボランティアによるおはなし会

鹿部子育てサロン 鹿部区公民館
・０～３歳と保護者対象の子育てサロン

・絵本の読み聞かせ
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　筵内出身の薄 恕一氏は、大阪にて苦学の末、医師となってからは、貧富の差な

く人々の医療に尽くしました。「今の自分があるのは、必要な本を読ませてくれ

た周りの人達のおかげだ」と思い、郷土古賀の人々のために、大正12（1923）年

に席内 ( むしろうち ) 尋常高等小学校（現在の古賀東小学校）に村民が利用できる

「薄図書館」を建設し寄贈、人々の生活の中に読書を根づかせる礎を築きました。

　この図書館は、昭和20（1945）年に閉館となりましたが、心豊かな子どもを

育むため、読書の必要性を感じた保護者達は、その後の学校図書館の設置に伴い、

本や書棚を充実させ、それを整理し提供する学校司書の配置を進めるための資金

を提供しました。

　昭和48（1973）年には、福岡県下では２館目となる「古賀町立図書館」が開館

しました。

　市となってからも、学校図書館の読書環境整備等をはじめ、子どもの読書活動

の積極的な取組が進められています。

「古賀市の図書館の礎を築いた薄
すすき

 恕
じょ

一
いち

さん」

主な歴史

大正12 (1923) 年 ●席内村立図書館（薄図書館） 創立

昭和  8 (1933) 年 ◎文部省より席内村立図書館表彰

昭和20 (1945) 年 ●終戦により薄図書館廃館

昭和22 (1947) 年 ●学校教育法により町内各小 ･ 中学校に学校図書館を設置、活発な活動が始まる

昭和31 (1956) 年 ◎古賀中学校｢第１回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣

昭和33 (1958) 年 ◎古賀東小学校｢第３回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣

◎古賀東小学校｢第４回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣

昭和34 (1959) 年 ◎古賀中学校｢第４回全九州学校図書館コンクール文部大臣賞｣

昭和36 (1961) 年 ●古賀東小学校で｢母と子の読書会｣が始まり、町内全小学校に広がる

◎小野小学校｢第６回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣

昭和37 (1962) 年 ◎古賀東小学校｢第７回青少年読書感想文全国コンクール最優秀賞｣ ( 総理大臣賞 )

●｢古賀町母と子の読書会｣結成

昭和40 (1965) 年 ◎小野小学校｢第９回西日本読書感想画コンクール優秀賞｣

昭和41 (1966) 年 ◎古賀東小学校｢第12回青少年読書感想文全国コンクール最優秀賞｣

昭和42 (1967) 年 ◎古賀東小学校｢第13回青少年読書感想文全国コンクール最優秀賞｣

昭和43 (1968) 年 ◎古賀東小学校｢第14回青少年読書感想文全国コンクール最優秀賞｣

昭和44 (1969) 年 ●｢第１回古賀町親と子の読書のつどい｣開催

昭和45 (1970) 年 ◎古賀東小学校｢第15回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣ ( 文部大臣賞 )

≪参考資料≫⑤　子ども読書活動に関連する主な出来事

学
校
が
中
心
と
な
り
子
ど
も
読
書
活
動
が
始
ま
っ
た
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昭和48 (1973) 年 ●司書正式配置開始（青柳小学校、小野小学校、町立図書館）

●古賀町立図書館 蔵書3,757 冊で開館 ･ 館外貸出開始

昭和53 (1978) 年 ●｢どようおはなし会｣開始

●最初の地域文庫｢たけのこ文庫｣（公務員宿舎古賀住宅集会所）開設

昭和54 (1979) 年 ●かめのこ文庫（花鶴丘団地）開設

昭和55 (1980) 年 ●れんげ草文庫（薦野公民館）開設

昭和59 (1984) 年 ●あすなろ文庫（花鶴丘３丁目区公民館）開設

昭和63 (1988) 年 ●ひばり文庫（青柳ひばりヶ丘集会所）開設

平成 元 (1989) 年 ●しらさぎ文庫（都筵内会館）開設

平成  2 (1990) 年 ●コスモス文庫（米多比児童館）開設

平成  5 (1993) 年 ●こじか文庫（鹿部区公民館）開設

平成  6 (1994) 年 ●古賀市立図書館移転開館 蔵書93,630 冊で貸出開始（電算化）

●星の子文庫（舞の里５区集会所） 開設

平成  7 (1995) 年 ◎花鶴小学校｢第39回西日本読書感想画コンクール優秀賞｣

平成  8 (1996) 年 ●｢春のおはなし会（おはなし会スペシャル）｣開催

●｢第１回図書館まつり｣開催

●｢西日本読書感想画優秀作品展示会｣開催

平成  9 (1997) 年 ●｢子ども映画会｣開始

●｢文庫まつり（秋のおはなし会スペシャル）｣開催

平成11 (1999) 年 ◎小野小学校｢第43回西日本読書感想画コンクール最優秀賞｣（文部大臣奨励賞）

平成15 (2003) 年 ●ブックスタート事業開始（健康づくり課、こども政策課、市立図書館）

平成16 (2004) 年 ◎古賀東小学校｢子どもの読書活動優秀実践学校の部 文部科学大臣表彰｣

◎古賀市親子読書会｢子どもの読書活動優秀実践団体の部 文部科学大臣表彰｣

●市民の寄付による｢こがめルーム｣市立図書館に増設（36㎡）

平成17 (2005) 年 ◎千鳥小学校｢第48 回西日本読書感想画コンクール最優秀賞｣（文部科学大臣奨励賞）

平成18 (2006) 年 ■｢古賀市子ども読書活動推進計画（第１次）｣策定

◎古賀市立図書館｢子どもの読書活動優秀実践図書館の部 文部科学大臣表彰｣

●｢赤ちゃんおはなし会｣開始

平成20 (2008) 年 ●｢小さい子のおはなし会｣開始

平成21 (2009) 年 ◎星の子文庫｢子どもの読書活動優秀実践団体の部 文部科学大臣表彰｣

●布の絵本ボランティア｢つくしんぼ｣発足

平成22 (2010) 年 ◎古賀子どもの本の交流会｢子どもの読書活動優秀実践団体の部 文部科学大臣表彰｣

平成23 (2011) 年 ●｢赤ちゃんおはなし会」２部制開始

平成24 (2012) 年 ■｢古賀市子ども読書活動推進計画（改訂＝第２次）」策定

平成25 (2013) 年 ◎青柳小学校「第57回西日本読書感想画コンクール学校賞」

平成26 (2014) 年 ◎古賀西小学校「第60 回全九州学校図書館コンクール優秀賞｣

◎こが語りの会「子どもの読書活動優秀実践団体の部 文部科学大臣表彰｣

◎青柳小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部 文部科学大臣表彰｣

平成27 (2015) 年 ◎青柳小学校「第59 回西日本読書感想画コンクール学校努力賞｣

◎たけのこ文庫「子どもの読書活動優秀実践団体の部 文部科学大臣表彰｣

◎古賀西小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部 文部科学大臣表彰｣

平成28 (2016) 年 ●セカンドブック事業開始

平成29 (2017) 年 ■｢古賀市子ども読書活動推進計画（第３次）」策定

平成30 (2018) 年 ◎古賀東小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部　文部科学大臣表彰」

◎たけのこ文庫「第48回野間読書推進賞」受賞

令和  2 (2020) 年 ◎舞の里小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部　文部科学大臣表彰」

令和  3 (2021) 年 ◎小野小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部　文部科学大臣表彰」

令和  4 (2022) 年 ◎花鶴小学校「子どもの読書活動優秀実践学校の部　文部科学大臣表彰」

町
立
図
書
館
の
誕
生
／
地
域
文
庫
が
盛
ん
に

図
書
館
・
学
校
・
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
が
進
み
子
ど
も
読
書
活
動
が
盛
ん
に

連
携
す
る
機
関
や
団
体
が
増
え
子
ど
も
読
書
活
動
が
さ
ら
に
充
実
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別表（第７条関係）（改正（令４教委告示第３号））

部 課名

保健福祉部
福祉課

子育て支援課

教育部

学校教育課

生涯学習推進課

青少年育成課

文化課

古賀市子ども読書活動推進計画策定協議会要綱

平成２８年３月３１日

教育委員会告示第４号

　（趣旨）

第 １条　この要綱は、古賀市附属機関の設置等に関する条例（令和４年条例第１号）第６条の規定に基

づき、古賀市子ども読書活動推進計画策定協議会（以下「協議会」という。）の所掌事務、組織及び運

営に関し必要な事項を定めるものとする。

　（所掌事務）

第 ２条　協議会は、計画の策定に関することについて協議等を行い、教育委員会に意見を述べるもの

とする。

　（組織）

第３条　協議会の委員は、次の各号に掲げるもののうちから、教育委員会が委嘱する。

　（１）　子どもの読書に関し識見を有する者

　（２）　関係団体を代表する者

　（３）　公募に応じた者

　（４）　その他教育委員会が特に必要と認める者

　（会長及び副会長）

第４条　協議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。

２　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。

３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理する。

　（会議）

第５条　協議会の会議は、会長が招集し、議長となる。

２　協議会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができない。

３ 　協議会の議事は、出席議員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

４ 　会長は、必要があると認めるときは、協議会の会議に委員以外の者の出席を求め、意見を聴くこ

とができる。

　（書面による決議）

第 ６条　前条の規定にかかわらず、協議会は次の各号に掲げる事由に該当するときは、書面による決

議を行うことができる。

　（１）　至急の決議が必要で協議会を開催する時間的余裕がないとき。

　（２）　事前に協議会において書面による決議の了承を受けているとき。

　（ワーキンググループ）

第７条　計画の策定のため、協議会にワーキンググループを設置する。

２　ワーキンググループは、別表に掲げる課をもって構成する。

　（庶務）

第８条　協議会の庶務は、教育部文化課において処理する。

　（補則）

第 ９条　この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定

める。

　　　附　則

　この告示は、平成２８年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和３年３月２４日教委告示第２号）

　この告示は、令和３年４月１日から施行する。

　　　附　則（令和４年４月１日教委告示第３号）

　この告示は、公布の日から施行する。
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古賀市子ども読書活動推進計画策定協議会委員の皆さん

古賀市子ども読書活動推進計画策定協議会委員名簿

氏　　　名 所　属　等

井　手　由紀子 古賀市保育所連盟（久保保育園園長）

亀　川　代志子 読書ボランティア（こじか文庫）

草　野　三保子 読書ボランティア（古賀子どもの本の交流会）

鈴　木　　　章 福岡教育大学　非常勤講師

園　　　久　惠 古賀市校長会（千鳥小学校校長）

村　山　美和子 古賀市社会教育委員の会議

森　中　祐美子 福岡県公立古賀竟成館高等学校

山　森　直　哉 福岡教育事務所　社会教育室　社会教育主事

（参考）古賀市子ども読書活動推進計画策定にかかるワーキンググループ

部 課　　名 係　　名

保健福祉部
福祉課 障がい福祉係

子育て支援課 子育て支援係

教育部

学校教育課 指導係

生涯学習推進課 社会教育振興係

青少年育成課 青少年育成係

文化課 図書館係（事務局）
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発行 令和４年10月

編集・発行 古賀市教育委員会

 文化課図書館係（古賀市立図書館）

〒811-3103

福岡県古賀市中央二丁目13番１号
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